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「 マスターコンセプト」 とは従 来の 行政 が 一 義 的に定め実 行する「 マスタープラン」 とは 異なり、 エリアに関わる
行 政・民 間・市民・学 識 が 共 通で 掲げ、 それぞれ の立 場 から実 践し、 試 行 錯 誤しな がら随 時 改 定 することも許
容する、 柔軟なまちづくりの方 針です。

マスターコンセプトって？

?
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東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻
都市デザイン研究室　助教　永野真義

手賀沼漁業協同組合
代表理事組合長　川村義雄

　これまでの都市計画は、都市の視点から沼をつくりかえてきま

した。しかし持続可能性・生物多様性が誰しもの前提となったこ

れからの時代は、沼の視点から都市をつくりかえることが求めら

れるでしょう。沼を中心に、文化のまち・我孫子、古くからの商

業中心・柏、最も住みやすい街・印西、スマートシティ・柏の葉。

都心まで 30分。ここは、なんと恵まれた暮らしの場でしょうか。

　環境と共生する都市を考える時、自分たちの身の回りの改善を

役所まかせ・専門家まかせにすることなく、地元市民や地元企業

を含めた公民学漁連携のもと、自ら働きかけていくことが重要な

のは言うまでもないことですが、深く環境問題と戦い続けてきた

手賀沼流域は、その下地をすでに力強く備えているということに

疑いの余地はありません。それは私たちが、手賀沼をフィールド

に活動させて頂いてきた中で、切々と感じてきた事実です。

　「水辺の拠点」の空間デザインをきっかけに手賀沼に関わる機

会を頂いた私たち都市デザイン研究室は、一貫して人と沼の接点

「ヌマベ」を大切に空間づくりと活用に努めてきました。その中

で「長期視点でのビジョンの提示」「いまできるアクション」「そ

の結果の記録と考察」の 3つを循環するうち、辿り着くようにし

てこのマスターコンセプトは生まれました。そんな循環を今後も

より多くの地域の方々と続けながら、いわば「常に途中」のマス

ターコンセプトがアップデートされ続けることを願います。

　手賀沼の漁業は、担い手の不足や 3.11 による被害等の影響を

受け、残念ながら年々縮小の一途を辿っています。我々漁協の経

営の支えであった手賀沼観光も、ボートや釣りをはじめ従来的な

ものは随分とニーズを減らしました。私が組合長を仰せつかった

頃、手賀沼フィッシングセンターの奥にあったヘラブナの釣り堀

利用者は、1日あたりわずか 1人か 2人。それも常連が顔パスで

料金も払わずに利用している。そんな状況にショックを受けたも

のです。

　そこに、当時右肩上がりだったあるソーラー発電事業者が手賀

沼フィッシングセンターに目をつけて、施設の空き地や遊休池に

パネルを敷き詰めてはどうかと提案を持ちかけてきました。漁協

の内部で意見は二分しましたが、私は反対でした。手賀沼を訪れ

る人たちはこれまでもこれからも、この自然豊かな環境に癒しを

求めて訪れるはずです。ここにパネルを敷き詰めてしまっては、

手賀沼の価値が台無しになってしまう。そう感じたからです。

　いま思えばこの判断は正解でした。直後、地域野菜を生かした

カフェや自然環境を生かしたバーベキュー・キャンプなどを営む

油原さんを中心に、協議会や東大の支援も得て、今までの我々に

なかった発想で「ヌマベ」の再生が始まりました。我々漁協も、

なりわいの継続を第一に、沼での様々な経験とノウハウを生かし

て、できる限り皆さんと一緒に歩んでいきたいと思っています。

沼の視点から地 域を描きつづける手賀沼の環 境を守りながら

　手賀沼周辺地域は、柏市のなかでも特異な農業を基幹産業と

する農村地域であり、江戸時代から続く干拓事業により整備さ

れたまさに原風景と言えるような一面に広がる田んぼや、湖畔

に沈む夕日を楽しむことができる、市内でも屈指の風光明媚な

エリアです。また、古くは鴨猟やウナギ漁も行われ、都内に向

けた水産資源の産地としても名の知れた地域だったそうです。

　首都圏のベットタウンとして都市人口が急速に増加した柏市

ですが、それに伴う生活雑排水の流入により手賀沼は「日本一

汚い沼」となり、さらには、福島原子力発電所の事故に起因す

るホットスポットとしての被害も重なり、かつての「手賀沼の

魅力」が失われつつあります。このような背景から、柏市では

手賀沼地域全体の新たな魅力創出や活性化を目的とする「手賀

沼アグリビジネスパーク事業」を策定し、本事業の推進協議会

や東京大学、手賀沼漁協の皆様と連携をしながら、手賀沼フィッ

シングセンター内に「水辺の拠点」を整備致しました。

　成り立ちも立地も官民連携である本拠点は、今後の活用にあ

たっても官民の垣根を超え、手賀沼に魅力を感じ地域に継続的

に関わる様々な関係人口を取り込みながら、別の特色と役割を

持つ施設としての発展を目指しています。そんな官民手を取り

合った、手賀沼の更なる魅力向上への「道しるべ」として、こ

のマスターコンセプトが寄与することを期待しています。

　平成 28 年に設立した手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協

議会は、「しょうなん地域の価値 ( モノ ) を引き出し ( コト化 )、

地域の未来に貢献する」というビジョンを掲げ、この地域の「農

と食と人をつなぐ仲介者」として、地域の活力ある未来づくりに

つながる活動を推進してきました。特に令和元年度に完成いたし

ました「水辺の拠点」（手賀沼フィッシングセンター）は、手賀

沼エリアの玄関口「道の駅しょうなん」と「奥手賀エリア」をつ

なぐ重要な拠点として位置づけ、緑と水資源豊富な手賀沼湖畔の

環境を活かしたアクティビティの拠点として、公民学漁が連携し

て整備を進めております。

　しょうなん地域の東端、奥手賀エリアは江戸時代から変わらぬ

風景を保ち、半農半漁を生業とした地域の方々の歴史や文化が色

濃く残る、豊かな地域です。大きく開けた空は時間をゆっくりと

感じさせ、眼前に広がる湖面と田んぼの風景に心が和みます。

　しかしながら、他地域同様に漁業・農業の衰退、高度経済成長

期の環境汚染、歯止めのかからない地域の人口減少は、奥手賀エ

リアの活力ある持続を揺るがしています。

　この「水辺の拠点」がそうした地域課題の解決の糸口となるよ

う、手賀沼を楽しむ様々な人々を呼び込み、つなげ、手賀沼の歴

史と文化をともに継承し、手賀沼への愛着を醸成する場として、

未来にわたって発展していくことを願っています。

手賀沼に魅 せられて 未 来につづく「 奥手賀」 を目指して

手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議会
副会長　油原祐貴

柏市役所経済産業部農政課
アグリビジネス担当
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駐車場散策路
50m

桟橋・堤外地 水門 ドッグラン 干拓田

キャンプ・BBQ 場観察池 釣り堀水産会館・広場

カフェテラス

水辺の拠点
（手賀沼フィッシングセンター）

水辺の拠点
（手賀沼フィッシングセンター）

手手

賀賀

沼沼
道の駅
しょうなん
道の駅
しょうなん

00 1km1km

1616

356356

66
我孫子駅我孫子駅 天王台駅天王台駅

東我孫子駅東我孫子駅
湖北駅湖北駅

北柏駅北柏駅

柏駅柏駅

N

奥手賀

「水辺の拠点」

紹介

（手賀沼フィッシングセンター）

桟橋

水産会館

養殖施設

曙樋管

若鮎樋管

キャンプ場

ドッグラン

堤外地（ヌマギワ）

サイクリングロード

手賀曙橋

手 賀 川

手賀沼調整水門

観察池

駐車場

手賀川浄化施設

駐車場

カフェ

ヌマラボ

釣り堀

BBQ

干拓田

手 賀 沼

2017- 19 年度柏市整備範囲
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人間が干拓で
生み出した土地の

最前線

柏市と我孫子市に
またがる場所

沼・川・
田んぼ・水路に
囲まれたサイト

" わんど " に学ぶ
空間づくりの作法

ジモトが遊び学ぶ
ヌマベの学校

コラボレーションを
はぐくむ

EXPERIENCEEXPERIENCE

DESIGNDESIGN

TEAMWORKTEAMWORK

PHILOSOPHY FOCUS REBORN

奥手賀
「水辺の拠点」

2020

SECTION 1 SECTION 2 SECTION 3 SECTION 7

様々な行政計画の
結節点

COLLABORATION
SECTION 4,5,6

「水辺の拠点」はなぜ大切か 「水辺の拠点」で芽生えていること 「水辺の拠点」からはじまる３つのコラボレーション ヌマベの再生冒険を育てる行動哲学
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1 
フィロソフィー
「冒険」を育てる
行動哲学

「フィロソフィー」は「行動哲学」や「信念」を意味する言葉です。

私たちは、何を大切だと思っているから手賀沼にあるいは水辺

の拠点に関わるのか、と言い換えてもよいかもしれません。

私たちは「ヌマベ」と「奥手賀」を「冒険」の舞台として育てて

いくことを、その行動哲学「フィロソフィー」として掲げました。

フィロソフィーを共有し表明しておくことは、①来訪者にとっての

価値づくり、②それを支えるチームづくり、③魅力的で持続的な

環境づくり、という3 点を継続していく上で欠かせないものです。

「奥手賀」エリアは、千葉県北西部にある利根川水系の天然湖沼 “ 手賀沼 ”の東側のエリアを指します。

奥手賀エリアには、柏・我孫子・印西という近郊都市の住宅地からわずか 20 分ほどでアクセスできる身

近な「本物の自然」があります。都心からも訪れやすく、ほどよく通える「田舎」でもあります。

奥手賀エリアは、戦後に手賀沼が大規模干拓されるまで、大きな手賀沼の中心に位置していました。す

なわち、本来の手賀沼が有していた湿地環境の中央かつ、歴史文化的な圏域の中央でもあります。奥手

賀は、現在の手賀沼より広域な、手賀沼の本来の環境・文化の再発見に直結します。

手賀沼の水際環境を「ヌマベ」と呼んでいます。

川や湖と比べてその水際がゆるやかで遠浅な「沼」だからこその、豊かなエコトーンがヌマベの特徴です。

沼は周辺の田んぼや斜面林・台地の上と一体で、大きな生態系を支えてきました。その中でもヌマベの

エコトーンは、多様な植生環境をつくりだし、多様な生きもののすみかとなり、水の生きものと陸の生き

ものが交差する、環境の中で最も大事な場所です。

人にとってヌマベは、様々なアクティビティの舞台になると同時に、環境のなかに生きる人間の役割を再

認識させてくれる学びの場でもあります。

「奥手賀」

「ヌマベ」
# 緩やかな地形と豊かなエコトーン
# 環境の急所と言える大切な場所
# 様々なアクティビティの舞台

# 本来の手賀沼の中心
# 湿地環境の中央
# 歴史文化的圏域の中央

手賀沼フィッシングセンター

我孫子駅

我孫子市
利根川

柏市

手賀沼 第二干拓地

第一干拓地

手賀川

道の駅しょうなん

奥手賀

車道

柵のない
生きもの観察池

開かれた
ランドスケープデザイン

アウトドア事業
の展開

保全される谷津・斜面林

干拓田

住宅地

低利用の
桟橋

ヌマベをつなぐ
遊覧船

”壁”となる堤防

サイクリングロード

水辺の拠点（手賀沼フィッシングセンター）
普段は入れない
ヌマギワ

ヌ マ ベ

漁協

柏市 漁協 漁協

柏市（30年間借地）

国交省国交省千葉県

（土地管理者）

（底地権者） 水辺の拠点を含む「ヌマベ」の断面構成
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冒 険を育てる行 動 哲 学／体 験 編冒険を育てる行 動 哲 学／体 験 編 EXPERICNCE PHILOSOPHYEXPERICNCE PHILOSOPHY

心を耕す
肌で感じる

20分で行ける自然

人と沼の接点の回復

ジモトが遊び・学ぶ
ヌマベの学校

実体験

「ガサガサ」 遊びと学びをくっつける

域内循環

子どもといっしょに

自然への感性
生涯学習

なりわい・歴史

マイクロツーリズム
流域住民

一期生・二期生・三期生…

仮説と検証

親子層や三世代で参加できる機会をたくさん設ける

歴史やなりわいや土地の知恵に、楽しみながら触れる

次世代の「手賀沼っ子」を育てる

「本当にヌマにハマる」ような実体験を大切に

脱「自然欠乏症候群」に貢献する場所に

「身近な自然がある週末ライフスタイル」を発信する

手賀沼に関わり参加するきっかけを提供し裾野を広げる

日常の遊びのなかから学びをつくっていく

「自分たちの環境を自分たちでよりよくする」を当たり前に

ヌマベの価値をさぐる社会実験を続けていく

トライ＆エラーをくりかえしながら環境をつくる

データやアンケートをとって次に生かす

親子・三世代で「 小さな冒険」 を

都市生活 者に自然環 境の実体 験を

ジモトの環 境にかかわる入口に

試 行錯 誤して進める環 境づくり

社会実験

地域の歴史・文化

「タマッケ採り」の様子 「ヌマハマリ」の様子

1948 2020

柏・我孫子・印西・流山・柏の葉・手賀の杜
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民間企業やアカデミックと連携した取り組み

SDGs、循環型社会の環境づくりに連携して取り組む

オープンマインドで新しい主体の参加を受け入れる

流域全体での魅力づくりに貢献する

流域圏の多様な活動を知り、認め合う

「沼」同士でつながり、「沼」に取り組む仲間を増やす

ヌマベで活動する人たちとボトムアップで進める

アクティビティをシェアしていく

新しいヌマベの使い手を発掘する

ヌマベの使い手達を応 援する

公民学漁で手を取り合う

ヌマベとヌマベをつないでいく

新しいヌマベの価 値を探究する

ヌマベの使い手達

ミズベリング

コラボレーティブ

コラボレーションを
はぐくむ

グリーンツーリズム

連携した情報発信

UDC

参加型環境整備

エリアブランディング

河川協力団体・かわまちづくり

次の世代を巻き込む

みんなで楽しむヌマベ

市民団体・地元企業・学校との連携

人々の働きかけ

公民学漁

勉強会

土地管理境界を越えて水辺空間をマネジメントする

漁協と連携するからこそできる取り組みに挑戦する

周辺の小中高大との積極的に連携する

冒険を育てる行 動 哲 学／チームワーク編冒険を育てる行 動 哲 学／チームワーク編 TEAMWORK PHILOSOPHYTEAMWORK PHILOSOPHY

都心に最も近い天然湖沼
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ひとつながりのヌマベ

" わんど " に学ぶ 7 つのデザインの作法
活用と保全の両立

少しずつ進めていく

干拓遺産・なりわい遺産

" わんど " に学ぶ
空間づくりの作法

新手賀沼八景

プログラム同士をつなぐ

境界を感じさせないデザイン

自然護岸
エコトーンの再生

上沼・下沼

段階的整備

ヘリテージ でこぼこ・微地形

境界をあいまいにしていく

沼と陸の接点を最も大 切にする

今あるものを尊重して少しずつ

生きものの道を回復する二次的自然
沼～田んぼ～谷津～斜面林までを横断的に考える

グレーインフラをグリーンインフラに戻していく

水のネットワークを見える化する

漁協施設を尊重しながらひらいていく

なりわい遺産や干拓遺産を尊重する

段階を踏みながら、少しずつ整えていく

フェンスや柵、車道などで分断されないフィールドづくり

敷地境界や所有管理境界を感じさせないフィールドづくり

手賀沼をより近くに感じられるフィールドづくり

自然環境の急所とも呼ぶべき場所としてヌマベを考える

エコトーンを丁寧に紡ぎ、回復する

コンクリート護岸から自然護岸へ

境 界があいまいで
　 自然と流 れ込 むような
　 　 出 入口のかたち。

多 様な水 際 線をつくる。

行き止まりがなく
　 　 常に流 れ 続けられる。

完 結しない 生 態 系 のように 、
　 　 色 んな居場 所を行き来できる。

人 工物を活 かし、
自然となじませる。

「 わんど」 は 川の 本 流とつな がった小さな入り江 状 の 場 所・地 形 。 個 性 豊 かな 水 際 環 境と、 所々に 配され た 人 工 物 が

うまく連 なりあうことで、様々な生きもの が 集い 、休 息し 、成 長する場で す。 私 たちは手 賀 沼 の 水 際＝ヌマベを「 わんど」

に見 立 てな がら、 人 にも生きものにも心 地 よい冒 険 の 場 を、 つくりだしていきたいと考えています。

ちいさな 地 形や
高 低 差を活 かす。

木々や 地 形 で
　 囲うことによる落ち着き。

持続可能性

閉じながら開く

ウェットランドセンター 回遊性

冒険を育てる行 動 哲 学／デザイン編冒険を育てる行 動 哲 学／デザイン編 DESIGN PHILOSOPHYDESIGN PHILOSOPHY



2 
フォーカス
「水辺の拠 点」は
なぜ大 切か

手賀沼東端にある「水辺の拠点」は、柏市・手賀沼アグリビジ

ネスパーク事業推進協議会・東京大学都市デザイン研究室・手

賀沼漁業協同組合の公民学漁が連携して、2016 年度から整備

を進めてきたフィールドであり、漁協が運営する総合レジャー施

設「手賀沼フィッシングセンター」の一部を構成しています。

「水辺の拠点」の土地が、手賀沼の歴史の中でどのような重要性

を持ち、これからの時代にどのような意味を持つ場所なのかを

再確認し、今後私たちがどのようなテーマを持って「水辺の拠点」

に取り組んでいくべきかを考察します。
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撮影 1968 年

補償地

養魚場

手賀川
浄化施設

手賀沼第三
排水・揚水機場

水産会館

田んぼ→グラウンド

湖北集水路

土手

撮影 2007 年

撮影 1962 年 撮影 1979 年

撮影 1944 年 撮影 1975 年

干 拓 前

周辺の集落は利根川の
洪水による水害に悩ま
された。また人々は舟
運によって移動してい
た。

干拓初期
1945 年、食糧増産を
目的に、農林省直轄で
干拓工事が始まった。
工事は帰還兵によって
行われた。
第 2 干拓工事から沼の
水質悪化が始まる。

漁協は失われた漁業権
への補償として、土手
の最前線に位置する
10ha の土地を得て、
そこに漁協施設を移し
た。手賀沼調整水門は
1967 年に竣工した。

漁協施設の移転

水産会館の建設
1978 年に水産会館
が完成した。
建物の土地は 1938
年 の 洪 水 時 の 水 位
（Y.P.5.5ｍ）まで嵩
上げされている。

土地の転用
漁 協 は 北 側 の 土 地
（点 線 部）を、収 益
を目的に最初は田ん
ぼとして利用。後に
県が買収し、グラウ
ンドとなった。

浄化施設の整備

水質改善を目的に整
備された北千葉導水
路は 2000年に完成。
敷地の一部が国交省
に移管され手賀川浄
化 施 設 が 建 設 さ れ
る。

「水辺の拠点」が大切な理由FOCUS  1

人間が干拓で生み出した土地の最前線
手賀沼は 20 0 0 年度まで、27 年連続日本一汚い湖沼でした。主因は干拓による生態系の崩れと、自然本来の浄化機能の喪失でした。水辺の
拠点は干拓地の最前線。その環境に正しく関わり生態系を取り戻すことは 21 世紀の責任であり、やがて漁業の回復にもつながっていくことです。

# 時代の要求に応えた「冒険」の場
# 水質 27 年連続ワースト 1
# 二次的自然

人がつくりだし、
漁業・なりわいを衰退させ、
放置してきたヌマベ

沖の田んぼ

堤防
田んぼ所有者
の釣り船

船着き場

沼南町側

水田

水田 宅地釣り堀

釣り堀 田んぼ

道路

土手

貸し舟

釣り舟

TFC

船着き場

船着き場

我孫子市側

手賀沼
フィッシング
センター

手賀沼
フィッシング
センター

我孫子市側

柏市側
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人間が責任を持って関わりながらヌマベ環境を再生すべき場所です

江戸時代の手賀沼（想像図）

干拓後の手賀沼

# 老朽化した施設
# 閉鎖的なフィールド
# ストック活用・リノベーション

多くの遊休施設・遊休スペース

2016 年の手賀沼フィッシングセンター

水辺の拠点
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# 様々な水際の環境
# 沼に出やすい、川に出やすい

「水辺の拠点」が大切な理由FOCUS  2

「水辺の拠点」は東西南北、さまざまな水辺に面しています。西は手賀沼、北は水路、東は田んぼ、南は手賀川です。さらに、施設内にも多
くの生簀、釣り堀、水路がめぐっています。この多様な親水性が、他の場所ではできない複合的な水辺体験を生み出してくれます。

沼・川・田んぼ・水路に囲まれたレジャー施設

多様な親水性

いろんな創造・体験・滞在を同時に楽しむ可能性に溢れています

# 環境学習環境の宝庫
# レジャー機能がある
# 門戸がひらかれている
# 子どもが遊びやすい
# 子どもと過ごしやすい
# 風景の魅力、夕陽
# 時間消費

生きもの・環境

リラクゼーション

風景・なりわい

ペット

レジャー

アクティビティ

キャンプ

スポーツ

味覚

多様なオープンスペースが存在する手賀沼

フィッシングセンターは、釣りやキャンプ、

カフェといった気軽に訪れられる場所を中

心に、周辺に様々な自然・学びのきっかけ

があるため、自分が関わりやすいところか

ら手賀沼の輪に入ることができます。交流

人口の裾野をより広げやすい場所であると

言えます。

なりわいが形づくった独特の親水空間

干拓事業により一直線の堤防
が造られ、水と陸が明確に分
けられた 1950 年代。

レジャーエリアが本格化し、
水産会館や貸舟用の桟橋も
できた 1980 年頃。

なりわいの変化に伴う生け簀
や水田が整備され、水面の多
い場所であった 1960 年頃。

多数の生け簀が埋められ、コ
ンクリートの浄化施設ができ、
水際線も変化した2000 年代。
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柏市我孫子市

我孫子市と柏市にまたがる場所
我孫子市と柏市（旧沼南町）は、手賀沼を挟んで類似の地形を有しますが、その文化資源の様相は対比的です。市境に位置する水辺の拠点は、
干拓後、橋が架かって両者の往来が増える契機となった歴史を持つ土地です。私たちは、対岸の文化に出会える場所としての可能性を育みます。

「水辺の拠点」が大切な理由FOCUS  3

我孫子の文化資源

文学

民藝

環境学

宿場町

柏側は人が集まる場所が明確
にできてきている印象

フィッシングセンターは我孫子
だと思っていたくらい身近

柏市側はサイクリングロードが
しっかりしていて羨ましい景観

鳥類学

市民活動

湖北的なる文化と沼南的なる文化が交わる場としてのポテンシャルを持っています

柏の文化資源

農業

霊性

社寺会堂

祭礼行事

新興住宅地
体験

なりわい
我孫子の市民活動や環境保全
活動は進んでいる

我孫子の人々は知的好奇心が
強いイメージ

我孫子の方が水に近づける場
所が多い

の拠点」「水辺の
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柏市・我孫子市の市境にあり、手賀川を通じて印西市にもつながる「水辺の拠点」には、これまで様々な行政計画が策定されてきました。環境の保

全を基本としながらも、交流・農業・学習・親水など多様な機能が期待されています。

「水辺の拠点」が大切な理由FOCUS  4

様々な行政計画の結節点

 自然環境を保全するゾーン
 柏市・我孫子市の連携による、水辺・農地・
 斜面林などの異なる環境相互の繋がりを意識
 した保全・活用

 都市部と手賀沼周辺地域を繋ぐ玄関として、
 手賀沼周辺の自然・農業・人に触れ合い、学
 び交流する施設を目指す

 観光スポットとして展開する桜並木の整備
 フルマラソンコースとしての側道の整備
 統一的なデザインの公衆トイレ等の整備

 柏市

自然が豊かで、地域資源が多く分布している手賀沼周
辺地域において、農業や観光・レクリエーションの振
興による環境共生・交流の地域づくりを目指す。

手賀沼アグリビジネスパーク事業実現に向けた提案（H22）
手賀沼アグリビジネスパーク事業戦略プラン（H28~R1）

 我孫子市 

水辺・農地・斜面林などの異なる環境相互の繋がりを
意識した保全・活用を図る。干拓地では、水田環境の
持つ多面的機能を高めながら保全する。

我孫子市第三次総合計画・第三次基本計画（H28）
手賀沼の水辺を活かした賑わいづくり（H29）

 印西市 

水辺環境を保全するとともに、より豊かな自然を有す
る水辺や親しみやすい水辺として修復し、自然学習や
環境学習の場や水辺とのふれあいの場として活用する。

印西市環境基本計画（H25）
印西市総合計画基本構想・第２次基本計画（H28）

 手賀沼・手賀川推進協議会 

手賀沼・手賀川を地域共通の資源として活用し、地域
の魅力向上を目指した総合的な戦略を策定し、事業の
実現に向けた今後の取り組みの方向性を示した。

つながるウォーターサイド TEGA（H27）
手賀沼・手賀川活用推進のためのアクションプラン（H29）

様 々 な 広 域 ビ ジ ョ ン
いろんなプレイヤーによる注目① 柏 市、我 孫 子 市、印 西 市 や 国 土 交 通 省、千 葉 県 に よ る 「手 賀 沼 ・手 賀 川 推 進 協 議 会 」で は、

流 域 で の 広 域 連 携 が 計 画 さ れ て い る 。 手 賀 沼 ア グ リ ビ ジ ネ ス パ ー ク 推 進 協 議 会 で は 奥 手 賀
ツーリズムを進めており、手賀沼フィッシング セン ター はそ れら の重 要な 結節 点に あた る。

 手賀沼フィッシングセンター

 道の駅しょうなん

 回遊路の繋がり  水上の繋がり

 奥手賀ツーリズム

 カヌーやボート等を楽しめるイベントを継続的
 に企画・開催し、「遊べるフィールド」にする

 手賀沼アグリビジネスパーク推進協議会が掲
 げる” 奥手賀” エリア

 情報ターミナル拠点、農業振興のための農家レストランなどの
 整備や、水質浄化啓発の拠点施設や自然と農業と食を体感学習
 できる農業拠点施設の整備を行う

 体験農業実施地区（農業に触れ、体感できるエリア）

 ヌマベのリデザインの推進
東京大学都市デザイン研

 環境改善に取り組む研究者 
湖沼復活研究所

公

民

学
漁

これまで水辺の拠点に参画したプレイヤーの一例

 湖畔のカフェやキャンプ場を展開する 
EDGE HAUS

 親子の様々な外遊びを支援する 
手賀沼まんだら

 SUP を活用した水上アクティビティ 
てがぬまパドルクラブ

 水と親しむレクリエーション・カヌー 
柏カヌークラブ

 モノづくりを通した遊びと学び 
VIVITA

人と自然の良好な関係を目指した空間づくり
新松戸造園

 水辺の再生や農業・観光の振興
柏市

北千葉導水関連
国交省

河川空間
千葉県

持続可能な観光まちづくり
手賀沼アグリビジネス
パーク事業推進協議会

 施設の運営・管理者 
手賀沼漁協

東京大学
- ヌマギワ活用社会実験の開催 -

柏市
- ベンチや観察池の整備 -

手賀沼まんだら
- 生き物観察会 -

VIVITA
- モノづくりワークショップ -

EDGE HAUS
- 手賀沼を望む numa cafe -

手賀沼漁協
- 釣り堀の運営 -

手賀沼パドルクラブ

新松戸造園
- ふれあい緑道の管理と活用 -

柏カヌークラブ
- 手賀沼の自然に親しむ -

ヌマベの再生に公民学漁が連携して取り組みやすい土壌があります

# しがらみがない場所
# 多数のステークホルダー
# ここでできたら他でも
# アカデミックのつながりも

（様々に分断された所有管理）

手賀沼・手賀川活用推進協議会
「手賀沼・手賀川活用推進のためのアクショ
ンプラン」（20 17. 9）
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2-3. 平面図（全体平面図）

ドッグラン

カワセミ池

活動の広場

カワセミ池エントランス

自動車エントランス
大池エントランス

曙橋エントランス
築山 第一駐車場

（33台）

水の広場
大池

つくる
しまう
ワタヌキ

駐輪場
車寄せ

焼く
食べる
しまう

マイクロバス
駐車スペース

トイレは漁協側で改修

第二駐車場
（70台以上）

ドッグラン

バーベキュー・
コーヒースタンド

釣り堀

売店・受付

numa cafe

曙橋（車道）

曙橋（歩行者・自転車）

サイクリングロード

柏
市

我
孫
子
市

車道

（歩行者・自転車専用

ボラード

ボラード

ボラード

！

！

！

！

！

自動車
エントランス
誘導サイン？車の動線

人の動線

歩きやすい動線

危険な箇所
既存のサイン位置

動線の結節点

環境学習ゾーン

木 と々のふれあいゾーン

ドッグランゾーン

駐車ゾーン

駐車ゾーン

受付ゾーン

水辺ふれあいゾーン

水辺ふれあいゾーン

沼を眺めるゾーン

3 
リボーン
「水辺の拠 点」で
芽生えていること

「水辺の拠点」の整備は 2016 年頃から始まりました。フィール

ドデザインは、柏市・手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議

会による構想と、東京大学都市デザイン研究室によるコンセプト

提案に沿って進められ、手賀沼漁業協同組合の協力のもと、オー

プンスペースや観察池、駐車場などが再整備されました。

その過程では様々な社会実験やイベントなどソフトの取り組みを

公民学漁連携で展開し、その結果を受けてまた次の方向性づく

りを行ってきました。結果ここには、主体性と創造性を持ったヌ

マベ・奥手賀のプレーヤーたちが、続々と集まってきています。

年度ごと

年度ご

と

フィールド
デザインアクション

ビジョン参加・理解
バージョンアップ
参加・理解

バージョンアップ

F I E L D  D E S I G N

V I S I O N

A C T I O N

●
BBQエリア＋コーヒースタンド

リニューアルオープン

●
観光トイレ再整備

●
第二駐車場オープン

●
WSスペース「ヌマラボ」

仮オープン

●
エントランス
リニューアル
デザイン

●
WSスペース「ヌマラボ」整備構想

●
水辺の拠点
マスター
コンセプト

●
観察池オープン

●
第一駐車場再整備

●
芝生広場オープン●

エントランス
リニューアル

●
ベンチ等再整備

● 水辺の拠点整備コンセプト「たまりからわんどへ」

● 手賀沼アグリエントランス構想

水辺の拠点整備基本計画

ヌマラボプログラム
生きもののすみかを創ろう

●
薪割WS

● 
テガヌマウィークエンド Vol.1

「ヌマベザシキ」

● 
レンタサイクル
ポート設置

● 
テガヌマウィークエンド Vol.2

「ヌマベビラキ」

● 
ガバメント

クラウドファンディング

● 
納涼まつり

● 
納涼まつり

● 
探鳥会

バードラバー

● 
探鳥会

バードラバー

● 
探鳥会

バードラバー

● 
探鳥会

バードラバー

● 
探鳥会

バードラバー

● 
奥手賀ツーリズム

事業開始

● 
収穫体験＆

手ぶらBBQ開始

● 
収穫体験＆
CAMP開始

● 
手賀沼田んぼラグビー

Vol.1

● 
手賀沼田んぼラグビー

Vol.2

 
テガヌマウィークエンド Vol.3

「ヌマベクラブ」

2016 2017 2018 2019 2020 2021

2016

2015

2015 2017 2018 2019 2020 2021

生きもの観察会

段ボール村
をつくろう！

遊覧船・シャトルバス
運行社会実験

手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議会

● 
改修設計 I 期

●
改修設計 II 期

●
改修設計 III 期

フィールドづくりとアクションを往復し、
ビジョンを更新し続けてきた 5 年間

AC T I ON FIELD DESIGN V I S I O N
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2016-

手賀沼フィッシングセンターを第 2 の拠点に手賀沼アグリビジネスパーク構想

2010 年度「手賀沼アグリビジネスパーク事業実現に向けた提案」

2015 年度より柏市しょうなん地区農活性化協議会がグリーンツーリズム企画を実施。また「手賀沼アグ

リエントランス構想」により、道の駅しょうなんを中核として「農業や観光・レクリエーションの振興によ

る環境共生・交流の地域づくり」へ。

2016 年度よりアグリビジネスパーク事業推進協議会発足、事業戦略プランの策定と実行へ。

（1）基地機能

施設単体で楽しめるだけでなく、周辺エリアへの移動基地として利用できる機能

（2）地域連携機能

地域経済の振興、交流人口の増大を図る機能

（3）情報発信機能

多様な周辺情報を他の拠点と連携し、利用者に周辺の魅力を効果的に案内する機能

2005- 2016-

手賀地 域全 体の活 性化を見据えた上で、 手賀沼フィッシングセンターを「水辺の拠 点」

VISION

道の駅しょうなん

3 つの拠点の考え方

手賀沼アグリビジネスパーク構想図 鷲野谷拠点 手賀沼フィッシングセンター

水辺の拠点整備コンセプト「たまりからわんどへ」

・車での来訪を前提とした配置

・特定の目的で人々がやってくる

・手賀沼に背を向けた建物構成

・用途ごとに区切られた状態

・プログラム同士が関連できていない

・周辺とは異なる自己完結した植栽計画

・様々な交通手段で訪れることができる

・訪れた人が色んな興味を持つことができる

・手賀沼に開かれた施設構成

・用途ごとにしきりがなく

・連続的に活動できる

・周辺と連続性のある植栽計画

2017-
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と位置付け、「 公民学漁」 連 携で再生計画を立ててきました

「たまり」と「わんど」のコンセプトイメージ

" たまり " 的な様相から " わんど " 的な様相へ
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2017-
柏市がフィッシングセンターの 一 部を借 地し、 ジモトみんなで 楽しむ、 豊かなあいまい

0 15 30 45(m)

釣り堀漁協

ドッグラン

観察池

第二駐車場

駐車場
芝生広場

ヌマラボ

エントランス

カフェ20182018

20192019

20182018
20172017 20162016

20202020

FIELD DESIGN
さと柔軟さを持つパブリックスペースがデザインされました

3300mmߘߘࠃࠃ߅߅

3300mmߘߘࠃࠃ߅߅
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手賀沼にひらく

柔軟な位置付け

目指したのは、手賀沼に対してひらか

れたフィールド。環境そのものがあそ

び場になるランドスケープ。

その結果、中と外があいまいで自然と

立ち入ってしまいたくなる敷地の境界

や、柵がなくとも親子で安心して遊べ

る生きもの観察池ができました。

公園でもなく民地でもないフィールド。

柏市がジモトに向けて開放した、自由

度の高い特別なパブリックスペース。

漁協の施設や新しいワークショップス

ペース「ヌマラボ」も隣接しているこ

とで、様々な使い方を市民が想像でき、

持ち込めるきっかけをつくりました。

活動をみせる、あいまいな敷地境界 環境そのものが遊び場、小さな冒険 柵のない、ハマれる観察池 使いこなしを歓迎する、柔軟なルール
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フィッシングセンター「納涼まつり」

「生きもの観察会」

社会実験 「テガヌマウィークエンド」「ヌマラボ」

2018-
水 辺の 拠 点をきっかけに、 社 会実 験・イベント・様々な体 験プログラム開 催を通じて、

2018.11 に「VOL.1ヌマベザシキ」、2019.11 に「VOL.2 ヌマベビラキ」2020.9 開始のワークショップ

2019.7 以降、ほぼ毎月開催

2019.8 & 2020.8　漁協＋ EDGE HAUS 主催

ACTION

「ヌマベクラブ」に向けた社会実験

「ヌマベクラブ」立ち上げの機運が上昇

ヌマベを求める人々の声

手賀沼の写真を
SNSに投稿しよう！

全国造園フェスティバル内で
展示されます！

参加団体紹介

手賀沼フィッシングセンターを拠点に活
動しています。毎月第4日曜日に月例会
を開催しています。

社会実験テガヌマ・ウィークエンドの
事務局。地元事業者で構成され、水辺
の拠点整備や体験プログラムを企画。

手賀沼フィッシングセンターの改修設
計を通じて若い視点でヌマベの価値を
再発見する取組みを続けています。

子どもたちから生まれたアイデアを、お
となも一緒になって真剣に実現する、遊
びと学びのクラブ・コミュニティです。

古くから手賀沼に携わり、現在は釣り
堀やドッグランを有する手賀沼フィッシ
ングセンターを経営しています。

水質改善と水辺環境保護に取り組む
手賀沼で、水に親しむ人生を応援する、
SUPを活用したパドルクラブです。

子ども主体の外遊びをもくろむ地縁コ
ミュニティです。子どもの好奇心が、流域
のお宝を見つけ、つないでいきます。

我孫子市在住のフリーのヨガインスト
ラクター。2児を育てながら、地元を中心
に青空ヨガレッスンを展開しています。

理学療法士・パーソナルトレーナー。日
常生活の動作や動きのクセから自分の
カラダを見つめ直すお手伝いをします。

松戸市の造園会社です。手賀沼自然ふ
れあい緑道の指定管理者としてヌマベ
の環境に携わっていきます。

ヌマラボ

手賀沼自然ふれあい緑道

手賀川

第二駐車場
環境観察池

手賀沼フィッシングセンター

第一駐車場

ヌマギワ

手賀曙橋

手賀沼
57%

▲ 次回の参加を希望する声は 94%にも及んだ。 
　 その中で、少割合ながら企画運営に参加する層も発見できた。
　 伺った連絡先から、連携に向けて既に動き始めている。

◎  実施に当たって 多様な主体との関係 を構築できた
◎  今後も活用可能な ファニチャー を制作できた 
◎  ヌマベに、 生き物観察、子供との遊び /学び
　  という価値が特に求められていることがわかった
◎  もっと日常的に使いたい というコンタクトがあった
◎  次のプレイヤー 候補を発掘することができた

▲  フィッシングセンターと沼畔の間を遮る道路の安全 
　  性確保 を求める声が多数寄せられた。

ヌマベの環境管理への問題意識

自分たちが整備に
協力してみたい

21%
73%

▲ 環境管理への参画の声が多く、
　 より日常的利用や参加型の環境
　 保全も期待できる。

企画を一緒に考えたい

運営の手伝いをしたい

自分の取り組みを
加えたい

来年も来場者
として参加したい

沼も少しずつきれいになり、こういった 昔では考えられない
イベント などが増えてきて、とてもうれしく思います。

昨年都内から越してきたのですが、こうして自然に触れ合える
ことをとても嬉しく、ありがたく思っております。

SUPのために、 もっと日常的に桟橋を使いたい ので
協力してほしいです！

子供の教育にも最適 と感じました。

もっと船に乗りたい。我孫子も混ぜてほしい。
準備から参加したら面白そう。ヌマベリング企画・運営への参加意向

成果・課題

秛巛׮׶את遤׋׸׻

ヌマベに活動の輪が広がっています

2020.10-11「テガヌマウィークエンド VOL.3 ヌマベクラブ」社会実験 「テガヌマウィークエンド」VOL.2 アンケート結果より

手賀沼まんだら 柏カヌークラブ VIVITA てがぬまパドルクラブ

ヨガインストラクター 新松戸造園 協議会・東大手賀沼漁協
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K i n g f i s h e r  G a r d e n   道の駅しょうなん   R EC AMP しょうなん   WOODMAN ' s   V i l l a g e  
農菜土    ひまわりクラブ   田んぼラグビー　  旧手賀教会堂   柏カヌークラブ   e t c . . .

手賀沼まんだら   NPO 手賀沼トラスト   景観総合研究所   A b i k o  A - l i f e   てがぬまパドルクラブ
V I V I TA     アルバトロスヨットクラブ   奥手賀カヌーツーリズム   柏市みどりの基金　　e t c . . .  

「奥手賀エリア」で芽生えていること

アウトドア施 設を中心に数々の「こころを耕す」場所が 再生・誕 生しています
「ヌマベ」で芽生えていること

「 ヌマベ」 に新しい感性や、 新しいチームで関わる主体が増えています

http://aycabiko.web.fc2.com/ GPカヌーツーリズム Instagramより

てがぬまパドルクラブ Instagramよりhttps://abiko.life/

我孫子の景観を育てる会『手賀沼水辺利用の未来像』

EAGLE137（現WOODMAN's Village）HPより

https://www.no-side-kashiwa.com/ https://www.recamp.co.jp/rcshonan
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体 験をあつめた「奥手賀エリア」として発 信し
「こころを耕す」場を求める人たちとの

コラボレーションを進めよう

NUMABE CLUB

OKUTEGA BRANDING

水辺の拠点

水辺の拠点

水辺の拠点

内水面田んぼ

道の駅しょうなん

北柏ふるさと公園

手賀沼ビオトープ 

川の停車場

谷津ミュージアム

「奥手賀エリア」

手賀沼親水広場
手賀沼公園NUMABERING

ヌマベの使い手たちがコラボレーションする
「ヌマベクラブ」を立ち上げて
水辺の拠 点を育てていこう

「水辺の拠点」から
はじまる３つの
コラボレーション

ヌマベに沿ったコラボレーション
「ヌマベリング」を進めて

人と沼が接する場を広げていこう

SECTION 5

SECTION 4

SECTION 6

みんなで楽しむ
ヌマベを目指して

人と沼が接する場を
広げていく

「水辺の拠点」から
「奥手賀」へ

3 COLLABORATIONs

これまで水 辺の 拠 点で取り組んできたことの反響と、 周辺ではじまっている様々な取り 組みを踏まえて、大きく 3 つのコラボレーションをすすめていきたいと考えています。
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4 
ヌマベクラブ
みんなで楽しむ
ヌマべを目指して

青空ヨガスタジオ

スケジュール調整
開催情報共有

HP などでまとめて
情報発信・宣伝
Ӡアグリ協議会のサポート

Ӡアグリ協議会のサポート

Ӡ漁協のサポート

Ӡ土地管理者との議論

Ӡ柏市農政課のサポート

※サポート団体※サポート団体

各種要望出し
ルールづくり

自主的な
環境整備への参加

桟橋や備品、
クラブハウスの利用

柏市水辺の拠点の
利用＋整備占用申請資料などの

フォーマット化

一堂に介しての
ヌマベイベントの実施

カヌー団体 SUP 団体 生きもの教室 子育てサークル 民間事業者 大学研究室 漁協 行政
手賀沼漁業協同組合 柏市農政課・我孫子市手賀沼課など

アグリ協議会
（手賀沼まちづくりセンター）

参加条件 ( 案 )

・定期的に活動している団体または個人であること

・年 1回以上、オープンなプログラムを開催すること

・Facebook グループなどを利用した連絡網への参加

・クラブで決定した活動ルールを守ること

・安全に関する資格を持っているか、安全に関する講習を受けること

・手賀沼の美化と魅力発信に資する活動であること

・クラブの活動エリアで収益が出た場合、環境整備のために一部を還元すること

ヌ マ ベ ク ラ ブ の イ メ ー ジ

ヌ マ ベ を 美 し く 保 ち 、 楽しく遊び、深く学べるみんなの居場所にしていきたい。
みんなで使う ヌ マ ベ を 目指して、ひらかれたチームづくりにしたいと考えています。

事 務 局

ض و ك ח 눁 ض罋ִծחⰟ׾كوضְׅװ⢪ְה׏׮ծ׶ֻא׾պـչؙٓ׋׃鸬䵿חַװ箢ד׿涺ׁ׷ׅהس٦ٕ؍ؿך䠬ׄծ崞⹛׾⸃
կׅת׃湡䭷׾׶ֻב٦ٕٕװ崞⹛ך׭׋ְֻדְזאח劢勻דז׿׫׾⸃눁ך׉ծ׃⥋涪ח➂ך㢳ֻ׶״׾⸃눁ך؍ذؽ؍ذؙ،كو

չ ض و ك ؙ ٓ ـ պ ׾ 甧 ׍ ♳ ־ �ׅת �ヌマべについてのいろいろなニーズや疑問

ヌマべクラブを発足します

ヌマべの使い手たちが集うプラットフォーム
ヌマべを使うルールが
まとまっていると
いいんだけどなぁ

河川敷地占有許可 ... ？
どう申請したらいいのかな

他の企画・団体さんと
コラボしたい！

この場所は誰にお願いしたら
使うことができるの？

もっと便利に、日常的に
ヌマべを使いたいな

道具の貸し借りができたら
活動の幅が広がるんだけどな

新しいプログラムに
挑戦したい！

どうしたら実現できるかな

いつも活動しているヌマべって
どういう場所なのだろう ... ？

広報を手伝って欲しいな

環境や生きものについての課題も
わかちあって活動したいな

「ヌマべの使い手たち」と呼んでいる、ヌマべをフィールドに活動

している人々が集まって、いよいよヌマべクラブが立ち上がりま

す。使い手たちで集まって、ヌマべをみんなで楽しみ、分かち合

うところから始めていきます。ヌマべクラブとともに場を使いこな

しながら、公民学漁の連携の輪をひろげて、水辺の拠点を育て

ていきます。将来的にはヌマべクラブがフィールドのマネジメント

にも携わっていくことで、ヌマべをより持続的で美しい環境として

守っていくことができます。
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まずは、あそぶ！

ヌマべの使い手たちで集まって、楽しむ チームになって、行政・企業・漁協と連携していく

だんだん、かかわる！
STEP1 STEP2

行政と市民の間に立って、ヌマべをより良くする！ 公民学漁を交えた充実のチーム体制に公民学漁を交えた充実のチーム体制に

いよいよ、うごかす！
STEP3

メンバー
＜ヌマべの使い手たち＞

サポートサポート

派遣派遣連携連携連携連携連携連携

有志参加有志参加

協力協力

サポートサポート

協力協力

国交省・千葉県・
柏市・我孫子市

など

メンバー有志

＋

東京大学
都市デザイン研究室

など

手賀沼漁業協同組合
など

公
学

漁

民
パートナー

事務局

【既存の組織（例）】

・地域の小学校・中学校・高校
　（中央学院高校生物部 etc）
・地域の大学
　（川村女子学園大学、
　中央学院大学 etc）　など

・手賀沼流域フォーラム
・手賀沼トラスト
・柏市みどりの基金
・美しい手賀沼を愛する
　市民の連合会　など

【教育機関（例）】 【専門家】

アグリ協議会

【アグリ協議会】
手賀沼まちづくりセンター

(手賀沼まちづくりセンター)

水辺の拠点 水辺の拠点 水辺の拠点

柏市

アダプト
プログラム等

コラボ

コラボ

Dec.Jan.

アグリ協議会
（手賀沼まちづくりセンター）

アグリ協議会
（手賀沼まちづくりセンター）

+
メンバー有志

サポートサポート

イベント・活動を通して、ヌマべを楽しむ

ヌマギワで
水上で

手賀川・曙橋で

田んぼで
水路で

アダプトプログラムを使って
ヌマギワの手入れ

橋詰スペース改善の社会実験
水門管理小屋の活用検討

漁協と協定を結んで活用土地改良区に相談して
生きもの調査

公民連携による使い勝手向上の
検討と実践

ヌマべファンドによる再投資

コラボプログラムの開催

まとまった期間での開催

草刈り・ヌマべクリーンの実施

全体のバランスを考えた計画的な使いこなし

ヌマべの使い手たち 事務局

事務局

漁協

さまざまな行政 さまざまな市民

企業・教育機関

行政

Dec.Jan.

いろんな場所で遊んでみる 日常的に使いこなしてみる

それぞれのペースで楽しむ まとまった期間も楽しめるようになる 年間を通じて楽しみ方を企画する

みんなでヌマべのフィールドをより良くする

Dec.Dec.Jan.Jan.

アグリ協議会アグリ協議会
（手賀沼まちづくりセンター）（手賀沼まちづくりセンター）

ヌマべクラブヌマべクラブ

＋

ヌマべファンドの仮運用ヌマべファンドの仮運用 ヌマべファンドの本運用ヌマべファンドの本運用

ヌマべクラブの成長イメージ
T
E
A
M

S
P
A
C
E

T
I
M
E
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ヌマべクラブの６つの心得

楽しみ方を
シェアしよう

未来を
描こう

# #

# #

メンバー同士で活動を伝え合おう ４つのステップで未来を描き続けよう

活動を多くの人に届けよう みんなでヌマべクラブの活動サイクルを回そう

お互いの活動を共有し、地域の皆さ
んに活動を知ってもらおう ! パンフ
レットや  HP、SN S  等で活動を紹
介・発信していきます。

環境を
整えよう

#

#

#

観察池の創造的な環境マネジメントを実践しよう

手賀沼全体の美化活動に参加・協力しよう

水辺の拠点に還元する仕組みを整えよう

自分たちのフィールドは自分たちで
きれいにしよう！手賀沼やヌマべの
ゴミ拾い・草刈りを定期的に実施し
ていきます。

手賀沼を
学び合おう

#

#

#

歴史・文化・環境の勉強会を開こう

事例見学ツアーに行こう

学びや資格取得の機会を設けよう

手賀沼やヌマべのことをもっと知ろ
う！手賀沼の漁業を学ぶ機会や、歴
史や文化・環 境を学ぶ 勉 強 会 等を
開催していきます。

魅力を
発見しよう

#

#

ヌマラボプログラム：

テガヌマウィークエンド：

公共性の高いチャレンジを応援しよう

クラブメンバーが一緒になって社会実験に取り組もう

ヌマべの新たな魅力や新しい楽しみ
方を見つけよう！団体同士で積極的
にコラボし、色々な視点からイベン
トを開催します。

活動を
手軽にしよう

#

#

#

共通の活動ルールを運用しよう

メンバーが優先利用できるクラブスペースを用意しよう

ヌマべ利用シートで手続きを一括にしよう

みんなが手 軽に活 動できる環 境や
仕組みを整えよう！利用申請手続き
や備品の管 理等、円滑な活動のた
めのルール作りをします。

手賀沼の将 来 像を語り合い、描い
ていこう！手賀沼がこんな風になっ
たらいいなという夢を、みんなで実
現していきます。

ヌマベを舞台に、楽しく安全に活動していく。そのために、ヌマベクラブは「6 つの心得」をもって活動していきます。みんなで学び合いながら、
手を取り合いながら、手賀沼とともに活動を育んでいきます。
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楽しみ方をシェアしよう
パンフレットや HP、SNS 等で活動を紹介・発信して、地域の皆さんに活動を知ってもらう機会を増やすことから始めましょう。お互いの活動
を共有し、団体同士でコラボしたプログラムを行い、よりヌマべを楽しみましょう。

みんなで楽しむヌマベを目指して ①

ヌマべクラブの活動を紹介する冊子・HP づくり 誰でも参加できるオープンプログラムの開催

ヌマべクラブみんなで共通のハッシュタグ  『#』を用いて、SN S で情報発信します。 ヌマべを愛する人たち  「ヌマべファン」とともに、メーリングリストやオープン SN S グルー

プで集まって、ヌマべの情報を共有します。

少なくとも年に 1 回、一般の参加者が参加できる『オープンプログラム』を設けましょう。

冊子やホームページでアピールして、ヌマべに関わる人たちを増やしていきます。

お互いの活動を情報共有することで、協力や連携の可能性が広がります。オンラインや

対面での交流会を開き、メンバーの情報交換ができる場を積極的に設けます。

情報交換により、団体同士で連携したプログラムを提供できます。すでにテガヌマウィー

クエンド v o l . 3「ヌマべクラブ」などを通じて、５つのコラボレーションが生まれました。

『#』をそろえて、みんなで情報発信 ヌマべを愛する人たちで繋がるヌマべファン

クラブメンバー間の情報交換の場づくり コラボレーションによるプログラムの開催

ヌマベの使い手たちが風景を演出ヌマベの使い手たちが風景を演出

ウッドテラスを敷いたヌマギワ web会議や交流会でつながるヌマラボやキッチンカーの活用

「ヌマベクラブ」開催レポート
2020.10.17 Sat.～11.8 Sun.  テガヌマウィークエンドvol.3

主催：アグリビジネスパーク事業推進協議会　　　後援：柏市、我孫子市
企画・運営：手賀沼まんだら、手賀沼パドルクラブ、柏カヌークラブ、
　　　　　　VIVITA株式会社、山下有美、吉田雅俊、株式会社新松戸造園、
　　　　　　手賀沼漁業協同組合、東京大学都市デザイン研究室

2020.12.23  東大手賀沼プロジェクト
PAGE  1/7

全プログラムをまとめたチラシ・ポスターで発信全プログラムをまとめたチラシ・ポスターで発信3つのテーマを持った社会実験イベント3つのテーマを持った社会実験イベント

10主体による全 19プログラム10主体による全 19プログラム

4 週末にかけて分散／連続的にプ
ログラムを開催することで、毎週
末、適度に人出があるヌマベの風
景を演出する。

水上～桟橋～曙橋橋詰～フィッシ
ングセンターを一体的に活用し、
奥手賀のヌマベ環境が持つ多様な
魅力を引き出す。

ヌマベのプレイヤー同士をゆるや
かにつなげ、ヌマベ環境のあり様
を共に考え、整えていくチームづ
くりを実験する。

A3 二つ折りチラシ（2,000 部） 
A1 ポスター（11枚）

広報かしわ
柏人への道
東葛まいにち
[web] まち座
[web] まいぷれ柏市
[web] いこーよ！
[web] ニュースリリースゼロ
[web] 号外 net 千葉
[web] 松戸市イベント情報

アグリ協議会HPで予約を受けたもの
・ヌマベクリーン  ・ヌマ SUP
・カヌー体験  ・ヌマベビンゴ
・かんたんYOGA  ・盆景づくり
・生きものとお話ししよう ・手賀沼歴史探訪
▶▶▶合計 89組が事前予約

各団体が予約を受けたもの
・てがぬまこどもマルシェ（手賀沼まんだら）
・全国造園フェスティバル（新松戸造園）
▶▶▶連携したチラシ・HPを作成し周知

ヌマベのある週末を
日常に

横断的に
ヌマベを遊び学ぶ

みんなで使う
ヌマベを目指して1 2 3

10/17sat 10/18sun 10/24sat 10/25sun 10/31sat 11/1sun 11/7sat 11/8sun

ヌマベクリーン

ヌマ SUPヌマSUPヌマ SUP

全国造園フェスティバル

カヌー体験講習会
手賀沼歴史探訪

こどもマルシェDAY1

こどもマルシェDAY2

ヌマベビンゴ盆景づくり
生きものとお話ししよう

かんたんYOGA

生きものとお話ししようヌマベクラブ交流会
ヌマベクリーン

・こどもワークショップ
・おやこYOGA　・こども商店街
・まんだら写真展

・クイズラリー　・ちばテク作品展示
・苔玉づくり　　・手賀沼写真館
・ウォーキングレッスン

・こども物々交換　・せいめい地図づくり
・まんだら写真展

かんたんYOGA

定員超え
10 名参加

1回目 18 名、2回目 35 名参加

秋山市長も来場申込み
プログラムは満員

27 名参加！

案内人 : 深山卓さんクラブ関係者 16 名参加

トータル 144 名キャンセル待ちも多数

こども商店街売上 70,640 円出品者 29 名

こどもWS参加者 287 名！
ゴミ拾いは雨天で11/7 に実施

ヨガ全 4回53 名参加

ヌマベの使い手たちが風景を演出ヌマベの使い手たちが風景を演出

ウッドテラスを敷いたヌマギワ web会議や交流会でつながるヌマラボやキッチンカーの活用
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10主体による全 19プログラム10主体による全 19プログラム

4 週末にかけて分散／連続的にプ
ログラムを開催することで、毎週
末、適度に人出があるヌマベの風
景を演出する。

水上～桟橋～曙橋橋詰～フィッシ
ングセンターを一体的に活用し、
奥手賀のヌマベ環境が持つ多様な
魅力を引き出す。

ヌマベのプレイヤー同士をゆるや
かにつなげ、ヌマベ環境のあり様
を共に考え、整えていくチームづ
くりを実験する。

A3 二つ折りチラシ（2,000 部） 
A1 ポスター（11枚）

広報かしわ
柏人への道
東葛まいにち
[web] まち座
[web] まいぷれ柏市
[web] いこーよ！
[web] ニュースリリースゼロ
[web] 号外 net 千葉
[web] 松戸市イベント情報

アグリ協議会HPで予約を受けたもの
・ヌマベクリーン  ・ヌマ SUP
・カヌー体験  ・ヌマベビンゴ
・かんたんYOGA  ・盆景づくり
・生きものとお話ししよう ・手賀沼歴史探訪
▶▶▶合計 89組が事前予約

各団体が予約を受けたもの
・てがぬまこどもマルシェ（手賀沼まんだら）
・全国造園フェスティバル（新松戸造園）
▶▶▶連携したチラシ・HPを作成し周知

ヌマベのある週末を
日常に

横断的に
ヌマベを遊び学ぶ

みんなで使う
ヌマベを目指して1 2 3

10/17sat 10/18sun 10/24sat 10/25sun 10/31sat 11/1sun 11/7sat 11/8sun

ヌマベクリーン

ヌマ SUPヌマSUPヌマ SUP

全国造園フェスティバル

カヌー体験講習会
手賀沼歴史探訪

こどもマルシェDAY1

こどもマルシェDAY2

ヌマベビンゴ盆景づくり
生きものとお話ししよう

かんたんYOGA

生きものとお話ししようヌマベクラブ交流会
ヌマベクリーン

・こどもワークショップ
・おやこYOGA　・こども商店街
・まんだら写真展

・クイズラリー　・ちばテク作品展示
・苔玉づくり　　・手賀沼写真館
・ウォーキングレッスン

・こども物々交換　・せいめい地図づくり
・まんだら写真展

かんたんYOGA

定員超え
10 名参加

1回目 18 名、2回目 35 名参加

秋山市長も来場申込み
プログラムは満員

27 名参加！

案内人 : 深山卓さんクラブ関係者 16 名参加

トータル 144 名キャンセル待ちも多数

こども商店街売上 70,640 円出品者 29 名

こどもWS参加者 287 名！
ゴミ拾いは雨天で11/7 に実施

ヨガ全 4回53 名参加

手賀沼まんだら×山下有美さん
こどもが気軽に参加でき

る親子 YOGA プログラム

を共同で開催しました。

てがぬまパドルクラブ×新松戸造園×手賀沼まんだら

手賀沼まんだら×漁協×手水研×東大

おやこYOGA

ヌマべクリーン

生きものとお話ししよう  ヌマべ ver.

陸側からのゴミ拾いと同

時に、サップに乗って沼

側からもゴミ拾いを行う

清掃活動を行いました。

手賀沼で取れた生きもの

と観察池で取れた生きも

のを比べ、生息生物の共

通点と違いを考えました。

手賀沼まんだら×東大
生きものとお話ししよう  ヌマべver.

水系を追って、我孫子の

谷津ミュージアムの生き

ものと観察池の生きもの

とを比較しました。

VIVITA×新松戸造園
箱庭に秋の手賀沼を飾ろう

参加者が採った野草の名

前を、緑道の指定管理者

である新松戸造園さんが

教えてくれました。

#  ヌマべクラブ

# 奥手賀

# 手賀沼

# teganumap

# 奥手賀ツーリズム

# ヌマべリング
クラブメンバー

＜ヌマべの使い手たち＞

事務局

グループの管理・運営

活動情報の
案内

活動情報の
確認

情報シェアグループ

ヌマベファン
＜ヌマべを愛する人たち＞

クラブメンバー

冊子や SNS、

ホームページで

活動をアピール

一般の参加者

オープンプログラム

メンバー同士で活動を伝え合おう 活動を多くの人に届けよう

草津川跡地公園の活用に向けて、地 縁団体や

市民活動団体等が参加する公園管理 運営会議

で 相 互の 連 携 や 合 意 形 成 が 行 われています。

また全体の運営に関わりたいメンバーからなる

市民活動部会で、情 報発 信の方法や活動ルー

ル、メンバー間の交流や組織のあり方などを検

討し、活動全体を支えています。

事例｜草津川跡地プロジェクト・くさねっこ　滋賀県草津市

http://kusanekko.org/wp-content/uploads/2020/07/kusanekko_book_a5.pdf

� ـؙٓץوض �UFHBOVNB
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手賀沼を学び合おう
ヌマべクラブのメンバーで、手賀沼やヌマべにもっと詳しくなっていきましょう。手賀沼の漁業を学ぶ機会や、ヌマべの歴史・文化・環境を学ぶ
勉強会、体験プログラムの企画・運営について学ぶ講習会を開催していきましょう。

漁法や潮の読み方など、生業や自然との関わり方を学べる

船で手賀沼の漁業を巡るツアーをおこなう

使っていない " いけす " を借りて、水草を育ててみる

ヌマべの土地の履歴を学べる

使っていない " いけす " を利用して実験的に学べる

漁業権を有する漁師の方々とともに、さらに生きものを学べる

漁協とコラボすることで可能になる 4 つの学びのポイント

子どもたちと一緒に手賀沼の自然を学び、自然との関わり方を身につけます。子どもたち

とともに次世代の手賀沼・ヌマべの担い手になります。

手賀沼の環境や歴史に詳しい方をアドバイザー・講師として招いた勉強会を開きます。ク

ラブメンバーが「奥手賀の案内人」「ヌマべの案内人」になり、それぞれの活動に深みを

出すことができます。

「こんなことが学べたらいいのに」「こんな資格を取ることができたら活動の幅が広がる

のに」というクラブメンバーの声に耳を傾け、学びの場のセッティングや資格の取得サポー

トなどを積極的に行っていきます。

体 験プログラムの企画・運営者を育成する講 習会

で、講習会を受講することで「NE A L リーダー（自

然体験活動保護指導者）」や「U . S . F. A . 救急蘇生

法」といった認定資格の取得が可能になります。

ヌマべクラブの参考になる取り組みや活動、チームづくりを行っている事例を見学して学

び、手賀沼に活かしていきます。
漁協の方々とのコラボレーション

みんなで楽しむヌマベを目指して ②

子どもとともに自然の関わり方を学ぶ講座

歴史・文化・環境の専門家を招いた勉強会

歴史・文化・環境の勉強会を開こう 事例見学ツアーに行こう 学びや資格取得の機会を設けよう

例｜漁協とコラボした企画のイメージ 例｜学びの場のイメージ例｜見学する事例のイメージ

蕪栗沼
宮城県

漁協の方々による漁業に関するレクチャーの様子 手賀沼の歴史や生きものを学ぶレクチャーの様子

鳥屋野潟
新潟県

豊岡市湿地帯

テガヌマイスター養成講座
主催：手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議会

兵庫県
https://kwcp.simdif.com/ https://toyanogata.jp/ https://www.city.toyooka.lg.jp/

konotori/yaseifukki/index.html

https://www.teganuma-agri.com/lecture/
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ワークショップを開催できる
半屋外の空間 活動場所のすぐ近くに

お手洗い・トイレ

ヨガなどができる
ヌマギワの平らな芝生空間

活動後に利用するシャワーブース
活動に必要な道具を置いておく
ことのできるスペース

水上のアクティビティに
安全に出ることのできる施設

誰でも生きもの観察ができる
胴長や手網などの保管場所

活動の前後に着替える場所

草刈りで出てくる
ヨシやアシの焼き場

屋内のワークショップ・
イベントスペース

気づいた人がすぐできるような
清掃道具を片付ける場所

更衣室＆シャワーブース

水との関わりが深いフィッシングセンター

でのアクティビティに不可欠な更衣室や

シャワーなどの設備を考えます。

物品保管スペース

更衣室 シャワー

ヌマギワ活動拠点

ヌマギワでの活動の前後に必要な着替え場

所や洗い場について、例えば農水省管轄の

水門管理小屋の活用した設備を考えます。

脱衣スペース

ヨシやアシの焼き場

洗い場

ガサガサ用シェッド

観察池で気軽にガサガサや環境整備ができ

るよう、胴長や手網などの観察用具や環境

の維持管理用具の収納スペースを考えます。

生きもの観察に必要な用具置き場

環境整備に必要な用具置き場

フリースペースと収納スペースを設けるために、水産会館のピロティ空間をリノベーションしました。
ワークショップやイベントの会場、商品の展示会として、通常は休憩スペースとして活用されています。

ヌマラボ

カヌーや SUP などの発着点や水辺に近づくことのできる場所として活用されています。

桟橋

シェッド

ヌマラボ

桟橋

クラブハウスエリア
水門管理小屋

ワークショップ・イベントスペース

水上アクティビティの拠点

収納スペース 休憩スペース

クラブスペースの将来イメージ

クラブスペース

クラブメンバー

・予約の申し込み

・利用料

・管理、整備

・活動に必要な物品の保管

クラブメンバーは優先的に利用可能クラブメンバーは優先的に利用可能

・ワークショップやプログラムの開催

事務局

活動を手軽にしよう
ヌマべクラブのメンバーがヌマべで手軽に活動できる環境や仕組みを整えましょう。手軽に活動するために必要となる機能を持つクラブスペース
の用意や、円滑に活動するためのルール作り、手続きを一括でカンタンにしたヌマべ利用シートの運用を行いましょう。

共通の活動ルールを運用しよう

手軽に活動するのに必要な機能の意見収集

例｜今後検討していく機能・設備のイメージ

みんなで楽しむヌマベを目指して ③

クラブメンバーへのヒアリングで、ヌマべでの活動に必要な機能をリストアップします。

メンバーが優先利用できるクラブスペースを用意しよう

水辺の危険の回避

複数団体による活動範囲の重複の防止

クラブスペースの使い方

釣り人との関係

駐車場の利用や車の誘導

１

２

３ 悪天候時の開催の判断基準

ゴミの処分

COV I D -19 の対策

４

５

共通の活動ルールがあることで、

クラブスペースの利用や

ヌマべ利用シートによる手続きを

簡単にすることができます。

これから考えたい活動ルール

202 0 年 度にはヌマべクラブで共 通の活 動ルールを作って、

実際に運用してみました。
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設置図の例

活動に必要となる利用許可申請を行います。
ヌマギワを利用する際は設置図が必要になります。

利用許可申請情報

ヌマギワ周辺図 ：利用可能範囲

水門管理室

【記載事項】
設置物名、寸法、品番（購入物の場合）、
設置物情報（素材や制作方法など）、
設置・固定方法

ヨシなど

低木

階段
曙橋（車道）

サイクリングロード

低木

低木

低木

低木

中木

ヨシなど

草地

草本など

木本など

コンクリート
護岸

ヌマギワ
（桟橋まわり）

桟橋

水上

ヌマギワ
(手賀川寄り）

コンクリート
護岸

曙橋
（歩行者/自転車）

橋詰広場

! "

#

$! %!&

ヌマベでのアクティビティを豊かにするキットの貸
し出しを行います。

備品レンタル情報

ウッドデッキやイスなど

ヌマベ利用シートによる手続きの一括化 フィールドの利用許可や備品貸出など、ヌマベ利用シートを介してヌマベクラブ事務局がワンストップで引き受け、ヌマベクラブの活動を支えます。

ホームページやチラシによる広報

広報や意見交流会の開催、当日のスタッフ派遣な
ど、プログラム全体を裏からサポートします。

運営サポート情報

共通の活動ルールに同意していただくことで準備
や申請などが簡単にすることができます。

ルールブックへの同意

　プログラムと主催団体の基礎情報

利用許可申請情報

運営サポート情報

ルールブックへの同意

備品レンタル情報

ヌマべ利用シートで手続きを一括にしよう

みんなで楽しむヌマベを目指して ③

ヌマべ利用シートにより、備品貸し出しやフィールドの

利用許可申請、広報などの運営の支援を、ヌマべクラブ

事務局がワンストップで引き受けます。

ヌマべ利用シートの提出フロー

プログラム実施申込書（一部抜粋）

使用申請の流れ

初めての活動を
行う場合

ヌマべ利用シートの記入

事務局への相談

実施したことのある
活動を行う場合

開催日の‥‥
プログラム

（目安）

1ヶ月前

事務局からフィードバック

ヌマべ利用シートの更新
3週間前

ヌマべ利用シートを

事務局に提出

ヌマべ利用シートを

事務局に提出
2週間前

プログラム開催プログラム開催 開催日
プログラム

事務局が行政などに

利用許可申請を行う

事務局が行政などに

利用許可申請を行う

乙川リバーフロント地区公民連 携まちづくり基 本計画（QURUWA 戦 略）の一環

で進める、乙川河川敷を対象エリアにした水辺空間活用の実験的プロジェクトで

す。プログラムの実施を促進する仕組みを整えています。

https://otogawonderland.jp/programs/application/
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"◄哅㑔⹜沟׼ֿםׅ┕؅յ仼䅻氳ם姡鱨孨榫י׊כص٤ط٤ؤ◄哅䓪؅냕ّٚءٞو׾״
#ؕع٤ي㑔姡鱨孨榫ס嚀危כ⺎耆䓪؅Ⱘ⭳ع٤يؕ׾׌氳ّٚءٞو
$䄫妨孨Ⳃ㑔⮵弞鴑姲؅泘氳׍׎כյ炘⚡䓪٬⪜沟䓪מ╚鬨؅糋ׂّٚءٞو
%㏐穩㑔㏐㓊ס亠׾׻מ⹦׽磝׷ײյ䙫⺸؅馐גֻױ仼䅻氳姡鱨孨榫؅➢鶟ّٚءٞو׾׌

"◄哅㑔 #ؕع٤ي㑔 $䄫妨孨Ⳃ㑔 %㏐穩㑔

㲔产䄹僶仼侇 䑒ꯄ ❆��僖��仼��侇֐�侇
˥ նַ׈דׂ⪋㲔产侇ꝴ؅ׇ鋗כ׳⻠⸻㲔产䄹僶仼錃ㅀ٬䲝סّٚءٞو

⺬銶仼丗 䑒ꯄ ❆�仼
㚞׽┕ׅ泘嘅 䑒ꯄ ❆ջջջ⫃

˥ 㚞┕ׅס泘嘅갮؅ׇ鋗⪌ַׂ׈דն扛乢סّٚءٞو㕙⺬עր׊םցׇכ鋗⪌ַׂ׈דն

全㕙縖泘嘅 䑒ꯄ ❆ջջջ☔

㳊⫁סّٚءٞو 䑒ꯄ

˥ ն׌ױ׀דגַי׎׈榫✳י׊כ磆☭乃ס┕بٚزצ⹕عؕئهؘؗע乃珕גַדגַ
˥ նַ׈דׂ⪋鋗ׇמ氳⛮⪮ׄד׾׀ך؅ع٤َٜؕ٭مؓ׷㳊⫁סّٚءٞو

泘氳סّٚءٞو 䑒ꯄ

˥ ⪮⛮氳ׇמ鋗⪌ַׂ׈דն

ٜ٭ٖةآتגׄ⺸מ㲔产ّٚءٞو 䑒ꯄ

˥ ⪮⛮氳ׇמ鋗⪌ַׂ׈דն

㷣ꝧם㵧全氳סّٚءٞو 䑒ꯄ

˥ ⪮⛮氳ׇמ鋗⪌ַׂ׈דն

ٚز׷عؕئهؘؗסغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
☭磆סّٚءٞوסךب 䑒ꯄ

 䄹僶׾׌ 䄹僶ַם׊

全㕙縖סכꄋꊤס䪧⹨ס僗扛 䑒ꯄ ׽ֵ  ׊ם

愁妳ס✳榫ס僗扛 䑒ꯄ  

˥ 愁妳✳榫؅⛂ֹ꨽䈘ס㲔产յ##2յ扊׀愁⺏ס✳榫璡
׽ֵ ׊ם

ꮟ⭳׊车憡ס僗扛 䑒ꯄ  

˥ 榫璡✳ס⤓ꮟꮶ錃ג׊؅鵟٭؜٭مت
׽ֵ ׊ם

㳓媽车憡ס僗扛 䑒ꯄ  

˥ 㲔产璡סو٤ٔ؞
׽ֵ ׊ם

꧅嶎 䑒ꯄ  

˥ 夕噛׽׻כ׵ג꧅嶎ס✳榫ֿ⺎耆׌ךն
⮵榫׾׌ ⮵榫ַם׊

爑ⳉ糓饉㏐ٝؕع 䑒ꯄ  ⮵榫׾׌ ⮵榫ַם׊

爑ⳉ糓饉㏐٭٠ٔب 䑒ꯄ  ⮵榫׾׌ ⮵榫ַם׊

껺髪㕙㜀꣊ס㒮饉㏐ 䑒ꯄ  

䑒釐⺏丗؅ֽ傴ַ׈דׂ׀ն
˥ 㜀꣊ס㒮饉㏐껺髪㕙ע僃㛻��⺏鞝榫ע釐注鐶׌ױ׽םכն

⮵榫׾׌ ⮵榫ַם׊

յ韬ゖ◄ꯁ☽סא

˥ նַ׈דׂ⪋鋗ׇף׿韬ゖ◄ꯁ璡ֵ☽סא

עכغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ ג־ײ׊哧ס٠ֿכֽ

P U P H B X B غ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ

٭بَٛ٭بفؕٚو ֽゖַ⺬׎؂ غ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ��
h������ֽ٠ֿכ孨榫㲔车㡦⿦⚡

㲔产榼鱮ّٚءٞو

榼鱮ّ٭ؚن
��⫂㳊ס⪌ⱱ ��⫂㳊ס澬鏀 ��鴜⟓㱭▼

նַ׈דׂײ鱮׊յֽ榼┕ס⪋㓹儖䗯㕔؅鋗׽׻ّ٭ؚنס׼ה׆ע亠׾׿׈㲔产؅䄹僶ّٚءٞوך����غ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
˥ 儖榼鱮傴׀חמّٚءٞو�ע�冻ׇ䬠⭳ַׂ׈דն
˥ 榼鱮傴ס䬠⭳ֿ扛ַעّٚءٞو㲔产ס錉⺎׎ױ׀ךֿכ׆׾׌؅؆ն
˥ 榼鱮榫碊ע⺎耆ם꡾׽յסי׬׌垨ס鋗⪌؅ֽ갾ַַ׌ױ׊גն䬠⭳䏲յ◄ⳉ㷀ך澬鏀׊յ┘餉甙䢥ֵֿ׾㕙⺬ע⫋䬠⭳؅ֽ갾ַ׾׌㕙⺬ׇֿ׌ױַ׉ն
˥ 榼鱮傴מ⮯עכ⹜䶹銶槆辐僗乢ײסّٚءٞو⹕عؗؓؕٝצ㍲ّٚءٞوסי׬׌؅䬠⭳׌ױ׽םמכ׆ׂדגַי׊նע׼ה׆◄ⳉ㷀ׇ׽׻鵽礘׌ױ׊ն

䑴ⳓ榼鱮

יׄ⺸מ㲔产ّٚءٞو

✳榫ٜיַחמٜ٭

✳榫錃⤓יַחמ

☽סא

鴜⟓⫂㳊ס澬鏀׫

㍚⛮٬◄哅縖⺲ 䑒ꯄ ❆ӰӰ㲔车㡦⿦⚡
㍚⛮٬◄哅縖⺲םֿ׽ר 䑒ꯄ ❆ӰӰַ־؆ַַֹ׆ז׋

鼽➘樑⺘ 䑒ꯄ ��������
齉鷹䈡洈 䑒ꯄ 齉鷹䈡洈؅鹟䥃ַ׈דׂי׊
ׇ⛨䢥 䑒ꯄ 䄫⵱槄兎յ樑㏐

䋦擻⺲

♏辐縖⺲ 䑒ꯄ ❆㹭㽂㜀鼂
♏辐縖⺲םֿ׽ר 䑒ꯄ ❆ֽ؀ֹג׀׉־
♏辐縖�榟䇗僖仼 䑒ꯄ 䇗  僖  仼

䥵䎎縖⺲ ❆▁䃷域鼂
䥵䎎縖⺲םֿ׽ר ❆ֽ؀ֹ׋؂ֿכ
䥵䎎縖�榟䇗僖仼 䇗  僖  仼

تٝغٜؓ٭ْ 䑒ꯄ JOGP!FYBNQMF�DPN
꧅鎇樑⺘ 䑒ꯄ ������������
䯥䅮꧅鎇樑⺘ ������������
'BDFCPPLؓع٤ؗ؜ 䑒ꯄ ׽ֵ  ׊ם

⺲ّٚءٞو 䑒ꯄ ❆ٛ٤٭ٛؠ٭ف
⮯牊ّٚءٞو 䑒ꯄ    

"◄哅㑔⹜沟׼ֿםׅ┕؅յ仼䅻氳ם姡鱨孨榫י׊כص٤ط٤ؤ◄哅䓪؅냕ّٚءٞو׾״
#ؕع٤ي㑔姡鱨孨榫ס嚀危כ⺎耆䓪؅Ⱘ⭳ع٤يؕ׾׌氳ّٚءٞو
$䄫妨孨Ⳃ㑔⮵弞鴑姲؅泘氳׍׎כյ炘⚡䓪٬⪜沟䓪מ╚鬨؅糋ׂّٚءٞو
%㏐穩㑔㏐㓊ס亠׾׻מ⹦׽磝׷ײյ䙫⺸؅馐גֻױ仼䅻氳姡鱨孨榫؅➢鶟ّٚءٞو׾׌

"◄哅㑔 #ؕع٤ي㑔 $䄫妨孨Ⳃ㑔 %㏐穩㑔

㲔产䄹僶仼侇 䑒ꯄ ❆��僖��仼��侇֐�侇
˥ նַ׈דׂ⪋㲔产侇ꝴ؅ׇ鋗כ׳⻠⸻㲔产䄹僶仼錃ㅀ٬䲝סّٚءٞو

⺬銶仼丗 䑒ꯄ ❆�仼
㚞׽┕ׅ泘嘅 䑒ꯄ ❆ջջջ⫃

˥ 㚞┕ׅס泘嘅갮؅ׇ鋗⪌ַׂ׈דն扛乢סّٚءٞو㕙⺬עր׊םցׇכ鋗⪌ַׂ׈דն

全㕙縖泘嘅 䑒ꯄ ❆ջջջ☔

㳊⫁סّٚءٞو 䑒ꯄ

˥ ն׌ױ׀דגַי׎׈榫✳י׊כ磆☭乃ס┕بٚزצ⹕عؕئهؘؗע乃珕גַדגַ
˥ նַ׈דׂ⪋鋗ׇמ氳⛮⪮ׄד׾׀ך؅ع٤َٜؕ٭مؓ׷㳊⫁סّٚءٞو

泘氳סّٚءٞو 䑒ꯄ

˥ ⪮⛮氳ׇמ鋗⪌ַׂ׈דն

ٜ٭ٖةآتגׄ⺸מ㲔产ّٚءٞو 䑒ꯄ

˥ ⪮⛮氳ׇמ鋗⪌ַׂ׈דն

㷣ꝧם㵧全氳סّٚءٞو 䑒ꯄ

˥ ⪮⛮氳ׇמ鋗⪌ַׂ׈דն

ٚز׷عؕئهؘؗסغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
☭磆סّٚءٞوסךب 䑒ꯄ

 䄹僶׾׌ 䄹僶ַם׊

全㕙縖סכꄋꊤס䪧⹨ס僗扛 䑒ꯄ ׽ֵ  ׊ם

愁妳ס✳榫ס僗扛 䑒ꯄ  

˥ 愁妳✳榫؅⛂ֹ꨽䈘ס㲔产յ##2յ扊׀愁⺏ס✳榫璡
׽ֵ ׊ם

ꮟ⭳׊车憡ס僗扛 䑒ꯄ  

˥ 榫璡✳ס⤓ꮟꮶ錃ג׊؅鵟٭؜٭مت
׽ֵ ׊ם

㳓媽车憡ס僗扛 䑒ꯄ  

˥ 㲔产璡סو٤ٔ؞
׽ֵ ׊ם

꧅嶎 䑒ꯄ  

˥ 夕噛׽׻כ׵ג꧅嶎ס✳榫ֿ⺎耆׌ךն
⮵榫׾׌ ⮵榫ַם׊

爑ⳉ糓饉㏐ٝؕع 䑒ꯄ  ⮵榫׾׌ ⮵榫ַם׊

爑ⳉ糓饉㏐٭٠ٔب 䑒ꯄ  ⮵榫׾׌ ⮵榫ַם׊

껺髪㕙㜀꣊ס㒮饉㏐ 䑒ꯄ  

䑒釐⺏丗؅ֽ傴ַ׈דׂ׀ն
˥ 㜀꣊ס㒮饉㏐껺髪㕙ע僃㛻��⺏鞝榫ע釐注鐶׌ױ׽םכն

⮵榫׾׌ ⮵榫ַם׊

յ韬ゖ◄ꯁ☽סא

˥ նַ׈דׂ⪋鋗ׇף׿韬ゖ◄ꯁ璡ֵ☽סא

עכغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ ג־ײ׊哧ס٠ֿכֽ

P U P H B X B غ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ

ْؕ٤ؙٛؓ夕噛┕孱ؙٛؓ䄅㺢 㲔产ؙٛؓ▁䃷ؙٛؓ

ֽ٠ֿכעכغ٤ٚ٭ر٤
յ▁䃷媞䃷׾״鶟ך梪┉ס㓹儖銶槆鵟燡26368"䡵樋׽ׂטהױ㏐⵱⪜妨鵽䯥ع٤ٞن٭ف䃷ٛ▁׾״յ㹭㽂䄫ֿ㲊עغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
丢؅㵚霄ؙٛؓג׊מ姡鱨狜ꝴ孨榫ס㲔꽦氳׌ךعؠؘةٞوն
כ׌⭳ײ겧俌؅榟םג二מյ▁䃷媞䃷丢׊亠؅ⳓ꥗ַג׊؅㲔产ّٚءٞوյמ⺏䃷媞䃷丢؅艵▁גז־ם׆י׿孨榫ֿ车؂ך杼榺םյ喋չךױ׿׆
ն׌ױַי׊מ؅泘嘅כ׆׾״뇂ⱱ؅냕סյؙٛؓמ׵כ

26368"䡵樋ס哭釐
26368"ׂ؂׾עכ
3'ٛع٤ٞن٭ف㏐⵱硜IBס㛡喋ם뇂ⱱ׾׀ךֿכ׆؂ֹ⽏؅硜LNסהױס╚釐㍑鷛Ⳃ稗ն
⺲ꇠ典㹭㽂껬յ▁䃷媞䃷稅㏐յ♞燡▁䃷☔鷹噛յ╈㜆稅鷹յ盶榹⪜㎥յ䉓榟鵟٬׽鵽㶸鵟٬׽◅┍䄫鵟׽յ׼ש׽յ㹭㽂⪜㎥לם⪜⪦狜ꝴס⺨䦠
憠؅磵ש╚釐㍑鷛Ⳃ稗նסיח־㹭㽂㒮饉סր稀傪魸؂׾׃ֹאցס┉鼧כꄆכ׆׾םյגױյⳂ稗ֿٜؓסعشيؒنրցס㰄מ釤ֻכ׆׾
ն׾ַי׊⺲⽜כյր26368"ց׼־

ֽ٠ֿכֿغ٤ٚ٭ر٤泘䧗ס׵׌
泘嘅Ζ▁䃷؅ր舅榺כ鞊♳ց׌ם׆ַ✳כ׵ס
̜ ׻յ⮵榫縖ֿךכ׆׾孨Ⳃ㍚⛮؅ⳓ׷◄哅縖☔ַגַ✳յ׊⽰؅稷⯆釨ס狜ꝴ▁䃷媞䃷丢⪧⪛גז־ם׆י׿؂✳յך杼榺ם喋չךױ׿׆
ն׌⭳⡁؅釤❪׷뇂ⱱס㕙䢥עך׼םյ▁䃷מ׵ככ׾׌鬇䬵מ狜ꝴ⪧⪛׾ֻ✳מ舅榺׽

泘嘅Η⹜沟ךכ׆׾؅ֵׅ䧏禈氳ם⹦׽磝؅ײ榟׌⭳ײ
̜ 媞䃷ⶭ榫錉⺎嶖⯞ס攐❆׽׻מյךױ׿׆┘⺎耆גזד⪜⪦狜ꝴ؅⮵榫ג׊妨ꝴ◄哅縖׾׻מㅀ哅车憡ֿ⺎耆גזםכնؙٛؓמꝎ僿氳מ꞊׾؂
◄哅縖؅鏗舙׊յؙٛؓ⫂סך⹜沟◄哅؅㲔产ךכ׆׾׌յ舅玮氳ח־䧏禈氳ם鷞ㅀ⛮⯆׷⹦׽磝؅ײ啶疣ַׂי׊ն

泘嘅Θ▁䃷ؙٛؓס❫⡁؅냕؅⯆⛮ع٤ْةؾُ׾״丝ֻ׾
̜ 㵧全氳מؙؓٛמ꞊ַׂיז؂䙫䓙ֵֿ׾◄哅縖מ׵ככյ▁䃷ؙٛؓ؅⯆⛮ع٤ْةؾُס啶疣׊յ妨ꝴ╚㵵סؙؓٛ׾׻מ❫⡁⺸┕גׄ⺸מ
⛮⯆؅丝ֻ׾ն

ӣ泘域׫䢙׾

㲔产יַחמّٚءٞو
ֽ٠ֿככ׆׾׀ךיז׻מغ٤ٚ٭ر٤
յ媞䃷丢גױն׌ױַי׊㲔杯ךכ׆׾錉⺎媞䃷ⶭ榫錉⺎؅⹨ׄם⮯攐׽׻ր䚁湳洈ց׾ֵך媞䃷畘杼縖״׋־׼յֵעغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
㏐ⶭ榫錉⺎嶖⯞ס攐❆׽׻מյעךױ׿׆㲔产גז־ם׀ךյ⪜⪦狜ꝴסך妨ꝴ◄哅縖׽׻מ孨榫ㅀ哅车憡璡ֿ⺎耆ג׊ױ׽םמն
ז׷ջջ؅ךնր▁䃷媞䃷丢׌ױ׽םכ车憡ֿ㲔产⺎耆םյ喋չגַי׿׈כ焔塛עךױ׿׆յךכ׆ׂדג؅ַײ鱮׊榼מغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
նַ׈ד注鐶ׇׂמ妳鬭ֽמⳉ㷀◄ע׍ױյע亠׾ַי縒ֻכցַגײי

◄⯥ס榼鑁䣆禈׀㲔产榼鱮傴ס䬠⭳ֿ䑒釐ם车憡יַחמ
ցֹ✳מ鼧؅斻ⶭ氳┉סյ媞䃷狜ꝴלם׾؅䍖ع٤ط׷و٭ذյրעס׾䑒釐ֵֿס榼鑁ס⯥◄꤀յ׾׌؅㲔产ّٚءٞوךغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
ր굁괏׷擻鞄סלםㅀ哅孨Ⳃ؅车ֹցր꧅嶎؅✳榫סّٚءٞوג׊㲔产ցր㜀꣊ס㒮饉㏐껺髪㕙؅⮵榫ַג׊ց璡גזַכ㕙⺬׌ךն
媞䃷丢׽ג׊؅ؠشؼؠمסךյٙ׽ג׊؅؝յ٭ذ؟撴䣆מ堭؅堭׽גז˟նלםր鬭䐬ם车憡ցעיַחמ◄⯥榼鑁מ׍׎ע舅榺מ✳榫גַי׊
նַ׈ד注鐶ׇׂמⳉ㷀◄׵ךחյַע꤀גז鳿מ了⮭־ֹל־榼鑁ֿ䑒釐ס⯥◄ն׌ױ׀ךֿכ׆ׂד

ӣ泘域׫䢙׾

㲔产⛮⯆יַחמ
ֽ٠ֿכ孨榫㲔车㡦⿦⚡ס氦餉
րֽ٠ֿכغ٤ٚ٭ر٤ցס׽ׂטהױ؂־ג׊כ״׋ע؅⹦磝עײյ⪜⪦狜ꝴ▁䃷媞䃷丢׷⼽鱨丢㏐璡؅妨ꝴֿ舅玮氳מ鷞榫ع٤ْةؾ٬ُ
⪛ֿ׼׿אյ׽ׂח磝笝؅ع٤ْةؾ磝笝ؙُٛؓסח┉յך⛮⪑䃷ؙٛؓ▁עמն鲣ַ㵧全氳׌ױַי׊מ泘嘅סח┉؅כ׆׾؅丝ֻ⯆⛮׾׌
氳ⶭ榫╚⛮杯敯ע▁䃷ٛع٤ٞن٭ف㏐⵱׽ׂטהױ؂־⶜閱⚡׽םכյ媞䃷畘杼縖׽׻妨ꝴֿ泡䫘錉⺎؅⹨ׄյؙٛؓס⮵孨榫؅䥵ֹ⛮⯆ׂט
ն׌ױַיז吾鋀؅车ס׽

㍲⯆⛮ײ����⹦磝غ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ

ӣ泘域׫䢙׾

ّٚءٞوⳓ꥗⫂㳊ס哭釐
Ζ㲔产僿ꝴ 㲔产僿ꝴ����䇗�僖�仼姡֐����䇗�僖��仼姡

㲔产䫟㝢僿ꝴ����䇗�僖�仼㎻֐��僖��仼仼
˥ 媞䃷⵱㓊⫂㲊ؙؓٛג׿׼״ע鵟䇗ך✳榫ֿ⺎耆׌ךն妳⠮敯媲סכع٤يؕ☽׷꞊➟ך㲔产䫟㝢僿ꝴ؅◄ⳉ㷀⣐ך㲊׌ױַי״ն

Ηⳓ꥗僿ꝴ ����䇗�僖�仼僖֐����䇗�僖��仼ꄋ
˥ 䣆禈ס׀㱭▼עמךױ侇ꝴ؅釐׌ױ׊նّٚءٞو㲔产仼ס٧僖⯥מךױրّٚءٞو㲔产榼鱮傴ց؅ׇ䬠⭳ַׂ׈דն

Θ㲔产侇ꝴ �֐��������
˥ 錃糋٬䲝⹜ס侇ꝴע◄ⳉ㷀ׇמ注鐶ַׂ׈דն
˥ 㳓媽עّٚءٞوםֹ׻ֹ⛂؅◄ⳉ㷀ׇמ注鐶ַׂ׈דն
˥ ⶜閱⚡סך◄⯥䤔鏀؅䐂עיַחמّٚءٞوגյ侇ꝴ㛙ّٚءٞوס㲔产؅錉⺎׌ױַי׊ն

Ι畘杼鞝璡 䐶⹜ג׊畘杼鞝ֽצ׻氧ꎰ鞝עյ◄ⳉ㷀鷞ㅀ鞝⹕צ☪䏲ס䎎㏐⵱׫׽ׂטהױ؂־סך⫋䤷鞲׌ױ׊ն✳榫❆䇶㕔٬㲚
⚥յٜٝذ٤⤓⿁頇⪌յ媞䃷ס岲䪟璡
Ζ�氧ꎰ鞝⮣㍑✳榫侇ֽײס䶹䣕ַַׂ׈ד�
���⫃
Η�畘杼鞝全㕙縖כꄋꊤס䪧⹨ֿ扛ַ✳榫�⫃
Θ�畘杼鞝全㕙縖כꄋꊤס䪧⹨ֿ僗׾✳榫㚞סׅ┕׽
˥ 氧ꎰ鞝٬畘杼鞝ّٚءٞوע磙▼䏲מ岲畀׌ױ׀דגַי׎׈כն

Κ㴯削 杯车嫎♐מ㓹׀טյրסعؠؘةٞو飮仿סכ鸵⺬䓪ցր⪜沟䓪ցր㲔杯䓪ցր㱦⪒䓪ց؅לם縒䜡ֹֻסյ䬠⭳傴걉׻מ
ն׌ױ׊㴯削؅㲔产׾
⪜⪦䓪٬⪜沟䓪׷ס׵ַ⛥ס䇶疗㍱עّٚءٞوֹ✳؅鐧丝؅ֽ갾ַ׌ױ׽ֵ׵כ׆׾׌նסא☽յ㲊ס׵ַםַי׿׼״
ն׌ױ׀ַי׊婊㲊׼ֿם׊⶜閱؅כ䑴ⳓ縖עי׊꞊מ

Λ䑴ⳓ兢♭ նכ׆׾ַיז⺬מ飮仿סغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
▁䃷ס뇂ⱱ؅냕׾״狜ꝴ庋⭳׷俌鈝氳ם鿥䜡כ׆׾׌؅ն
��塶儔嵹ס⠕☔٬㍚⛮ע��塶♓┕ס亠ס⺱䙫傴؅䬠⭳כ׆׾׌ն
ն״ג车ֹךٜ٭ْ&ע鵽礘ס׼־亠╚⤹縖ם鵽礘ֿ⺎耆׾׻מٜ٭ْ&
⪜䈋荁⟁מ⹚ّٚءٞو׾׌յؓؕכ׆ַםךؓظն
倽ⱱ㍚꞊➟縖כ㳡䫘ם꞊➟؅僗ַם׊⠕☔٬㍚⛮ն
٬㍚⛮ն☔⠕ַם׊כ孨Ⳃ؅泘氳ס┕䷷㲃׷䷷媩孨Ⳃյ䄭䷓ס媩㍚⛮璡䷓׷⩺䷓

Μ秴䓦侇㵚䑴 㛻ꦞ׷⺏겧סלם秴䓦侇עמյ姡⛣┕伭ס⷇ꣅֵֿ״ג׾յ◄ⳉ㷀ס䧗炐מ䏼ַյ錃糋擻؅䃷ס㛙מ鴙鹴׎׈յ鹴ꦘי׊
նַ׈┖

ӣ泘域׫䢙׾

✳榫榼鑁ס孱׿
ױն׌ױ׊ْتت؅ֽכ׆ׂדגַיꝧ⤹仼؅鲛ֻךٜ٭ٖةآتגז׵遙؅⛷ךױꝧ㡎仼ّٚءٞوն׌ױ׊鋗מ┖♓؅׿孱סךױ㲔产ّٚءٞو
նַ׈ד注鐶ׇׂמⳉ㷀◄מյֽ妳鬭ע׍

◄ⳉ㷀מ◄⯥注鐶٬狜׀敯媲؅澬鏀׾׌
ֽゖַ⺬ّ٭ؚن׎؂ նַ׈דׂ׎؂⺬ゖַֽ׽׻�

⭳䬠ס㲔产榼鱮傴ّٚءٞو
㲔产榼鱮ّ٭ؚن նַ׈ד榼鱮ֽׂ׽׻�

˥䬠⭳僿꡾ّٚءٞوע㲔产�٧ס僖⯥׌ױ׽םמն

☼喋錉⺎傴٬♀◫ס釶傴ס⹦׊؂◫׽

䇶㕔٬13僿ꝴ
˥⠕⮯סّٚءٞو䇶㕔ע⸉⯞⺨舅ך㲔产ַ׌ױַיַדגն

䶹䣕ַס㲔产٬磙▼䏲յ✳榫乢סّٚءٞو

㲔产㕔⼔傴⹕ع٭آ٤ؓצ榫碊ס䬠⭳
նַ׈דׂ⭳䬠ׇמ⫁♓�٧僖▼磙ّٚءٞو˥

ӣ泘域׫䢙׾

㲔产ؙٛؓיַחמ
ն׌ױ׊㲔产ךؙؓٛס┖♓עغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
㲔产ؙٛؓ▁䃷媞䃷丢夕噛┖孱ؙٛؓ⺓㺢٬䄅㺢
ْؕ٤ؙٛؓ▁䃷媞䃷丢夕噛┖孱ؙٛؓ䄅㺢

˥ ն׌ױ׊յׇ⶜ⱱֽ갾ַךס׌ױַ׉ׇֿ⺬㕙׾׌鐧丝؅ֽ갾ַס㕙䢥յ侇ꝴ׷㕙⺬յ⫂㳊ג׊ꄆ邾ך糋ֿյ⺱┉㕙䢥⛣סّٚءٞو
˥ ꧅妳㳊ꄈעמ꡾׌ױ׽ֵֿ׽ն⺱┉ؙٛؓס☽ס䑴ⳓ縖׵⮵榫׾׌㕙⺬עյ⮵榫㳊ꄈ؅鐧丝׼ֿם׊⮵榫י׊ꮼ׌ױ׀ն鎋碷ע◄ⳉ㷀ֽמ㵱ַ׈דׂנն꧅妳✳榫乢
ն׌ױַי׿ױ⻠מ╈סյ畘杼鞝ע

˥ ؙٛؓ㛙ס⵱ꝴ夕噛֐⻺湭噛עյסא㕙䢥ך车ֹ䑒抅䓪ֿ鏀׾׿׼״㕙⺬յ✳榫؅錉⺎׌ױ׽ֵֿכ׆׾׌ն

Ζٛיַחמت٭ي٭ف
ն׌ױ׽杯㏐⹨♀猜⹾璡ֵֿסⳉ㷀◄׷畘⟊ס⿁⤓ם䑒釐מّٚءٞوն׌ך姡鱨孨榫䦠憠׾׌٠孨榫㲔车⿦⚡ֿ畘杼ֿכֽ
ע碏㜊ס擻סך⫁ت٭ي٭فյٛ׊דגն׌ױׄדג榫ַ⮵ׇי׊כت٭ًت⛼⯆ס⿁⤓ם䑒釐׷侇糋㕙┉ס⿁⤓ם䑒釐ך┕׾׌؅㲔产ّٚءٞو
㲔车㡦⿦⚡⹕צ◄ⳉ㷀ס⮉┉ע鞊♳ע靷ַ׎ױ؆ն

Η仾䷷罫乃⴫⚡귆⫂ס錃⤓٭٠ٔب٬ٝؕع㲜יַחמ
仾䷷罫乃⴫⚡귆٭٠ٔبמ╈ס㲜յ催辉ت٭ًتյ׌ױ׽ֵֿٝؕعն؅ّٚءٞو㲔产׾׌꤀ע舅榺ׇמ⮵榫ַ׌ױׄדגն仾䷷罫乃⴫⚡귆סꐶ
նַ׈ד㚜ֽֿׂׄמⳉ㷀◄מ⯥◄ע亠׾׿׈ն✳榫׌ױַי׊畘杼ךⳉ㷀◄ע
و٭خؔظ٬ٍ٭و٤ٔب٬ٜ؛ذ⿁⤓ס꤀ׂדג榫ַ⮵㲜؅ׇ٭٠ٔبն׌ױַי׊畘杼ימⳉ㷀◄ע璡٭ق٭ًعشٝؕع榫⤓⿁ٝؕع
璡ע⺨舅ׇך嶖⤓ַֹֽ׻ׂדג갾ַַ׌ױ׊גն

ӣ泘域׫䢙׾

✳榫מ⛂ֹ鞝榫畘杼鞝璡יַחמ
畘杼鞝עյ全㕙縖סכꄋꊤס䪧⹨ס僗扛ך樟׌ױ׽םն
䑴ⳓ縖׼־䐶⹜ג׊畘杼鞝٬氧ꎰ鞝עյ▁䃷ס뇂ⱱ⺸┕ס״גס⫋䤷鞲מ孨榫׌ױ׊ն✳榫❆䇶㕔٬㲚⚥յٜٝذ٤⤓⿁頇⪌յ媞䃷ס岲䪟璡

⮆걉 畘杼鞝 氧ꎰ鞝
全㕙縖כꄋꊤס䪧⹨ַֿם✳榫 ׊ם �
����⫃
全㕙縖כꄋꊤס䪧⹨ֵֿ׾✳榫 㚞┕ׅס �
����⫃

˥ 畘杼鞝ֿ�

��㚞┕ׅ銶ַֿםג嵹מ⫄������⫃♓┖㕙⺬עյ┉䏱�
ն׌ױ׽םכ⫄���
˥ ն׌ױ׊כס銶⡁⺬סյ⭳䈘乢ע畘杼鞝סّٚءٞو׾邾丗⭳䈘ֵֿס璡ؘبُٜ
Ζ氧ꎰ鞝יַחמ
ն׌ך乢ꄋ׾׌յ氦榟׊㵚מ㲔产縖ّٚءٞوסי׬׌꤀յ׾׌؅㲔产ّٚءٞو
⪒䑴ⳓ縖מ㵚י׊氧ꎰ鞝י׊כ�
���⫃؅䐶⹜׌ױ׊ն
氧ꎰ鞝׾ם־ַע杼榺ّٚءٞوך㲔产╈塛גזםכ㕙⺬׵鲭ꄋַ׎ױ׊ג؆ն

Η畘杼鞝יַחמ
全㕙縖כꄋꊤס䪧⹨ֵֿמّٚءٞو׾㵚׊յ氦榟סؙؓٛ׾׌仼䎎ס׽㓹儖畘杼鞝ס乢ꄋ׌ךն
稀㚞סׅ┕׽؅畘杼鞝י׊כ䐶⹜׌ױ׊ն
؅ّٚءٞو邾丗仼יזג؂מ㲔产׾׌㕙⺬עյّٚءٞو磙▼侇ס稀㚞סׅ┕׽؅畘杼י׊כ䐶⹜׌ױ׊ն
畘杼鞝ّٚءٞوע磙▼䏲յ泡מה銶畀傴؅鋗⪌׊յ◄ⳉ㷀מ㚞סׅ┕׽㕔⼔⹕צ畘杼鞝ס畀⭳䣆禈؅ֽ׀갾ַ׌ױ׊ն
畘杼鞝ס榼⼔מ谑⣞ֵֿגז㕙⺬յ♓꡸ّٚءٞوס㲔产ס錉⺎؅⹦׽寕׌ױ׀דגַי׎׈כ׊ն
✳榫嚀免ס錃糋ٜئ٭ـٛ׷璡ס嶖⤓仼ّٚءٞو׵㲔产仼׌ױײ⻠מն

ӣ泘域׫䢙׾

㲔产מ꞊׾؂兢♭יַחמٜ٭ٜ׷
㲔产㕔⼔傴ס䬠⭳⹕צ全㕙縖ؓסع٭آ٤⶜ⱱיַחמ
㲔产ّٚءٞوյיׄ⺸מع٤ْةؾُם舅玮氳סն☪䏲׌ךعؠؘةٞو㲔꽦氳ס״ג׾׌孨榫؅䫟鶟ס䃷▁סյ☪䏲עغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ
䏲עյ㲔产㕔⼔傴ס䬠⭳؅ֽ갾ַ׌ױַי׊ն
㲔产㕔⼔傴עמ╈ס⹜䶹㕔⼔׌ױ׿ױ⻠׵ն全㕙縖סכꄋꊤס䪧⹨ֿ僗׾㕙⺬յ夵㍑յ㚞┕ׅס鋗ꎰ؅车ַם⹜䶹㕔⼔ס׫鋗鬼؅ֽ갾ַ׌ױ׊նג
ն؆׎ױ׊גꝧַ⪛ע㳊⫁ס⼔⹜䶹㕔ס⮯յ⠕׊ד

二㑔סتٜؕؗػٞؤ䚉刌ꡔ塛㵚瓀יַחמ
㓹ס״ג׾׌榫⮵ն▁䃷媞䃷丢؅׌ױַי׊؅㲔产ّٚءٞوך┕ג׊澬鏀מ⯥◄յ׊؅ֽ갾ַ⭳䬠ס䚉刌䦡㛻ꡔ塛瓀מ夵ّٚءٞو㲔产ס׿ב׿א
嶖ע◄ⳉ㷀ֽמゖַ⺬ַ׈דׂ׎؂ն
ն׌ױ׊ג⶜ⱱ؅ֽ갾ַַׇמ״גסն䚉刌䦡㛻ꡔ塛׌ױ׽םכ䑒ꯄ◄ꯁס㲔产縖٬全㕙縖⪦鵟ّٚءٞوעꯁ泘ס┖♓
Ζُסؠت浓榫؅ֽ갾ַ׌ױ׊ն
Η全㕙侇ס寕夻׷䣆嬲ַס䐿䈓؅ֽ갾ַ׌ױ׊ն
Θ氦掂סלם檮敯׷⛮鐧ֿ⨣ַם׿亠ס全㕙ֽע䫜ַֻׂ׈דն
Ι☔ס☔כ饃ꦕה⟊؅յ㳡ֹ׻ַם׼םמ䑏ַֿׂׄ׈דն

�ꦞ㛾侇ّٚءٞوס㲔产כ㘃姡侇ס䲝⸻ٜיַחמٜ٭秴䓦侇㵚䑴
Ζꦞ㛾侇ّٚءٞوס㲔产יַחמ
ꦞ㛾侇ّٚءٞوס㲔产ס⮭了
ն׌ױ׽םכ塛╈עّٚءٞو⯞⸊㕙⺬յס┖♓
Ζ�ꦞ㛾侇꡸姡澬曍��♓┕
Η�㛻ꦞ嫰䙫㕔閛㕔עגױ孌姡嫰䙫㕔閛㕔氦♐侇
Θ�㛻䇖鈝峮䢥˥ס姡⛣ֿ�N♓┕

ّٚءٞو╈塛ס⮭了ء٤ِؕذס
̜ ⯥仼�����侇憠ךꦞ㛾յّٚءٞوעגױ㲔产侇ꝴס꡸姡澬曍ֿ��♓┕ס㕙⺬յעׂ׊׵㛻ꦞ嫰䙫㕔閛㕔עגױ孌姡嫰䙫㕔閛㕔氦♐侇ע
ն׌ױ׽םכ了⮭ס塛╈ّٚءٞو⯞⸊

̜ ⯥仼�����侇憠ךꦞ㛾׵ךյّٚءٞو㲔产侇ꝴס꡸姡澬曍ֿ��儔嵹ס㕙⺬עյ䎎仼סך����⮭了׌ױ׽םכնסא㕙⺬յ����侇憠ךꦞ㛾յ㛻ꦞ
嫰䙫㕔閛㕔עגױ孌姡嫰䙫㕔閛㕔ך╈塛׌ױ׽םכն

̜ 鷼⚥מ꞊➟縖յ⹆ⱶ縖מ־׷յ鵭ע⺬㕙סאն׌ױ׊ג䧗炐ַימ꧅鎇עַ׾⹾꯽ֵ׽׻յ◄ⳉ㷀ע⺬㕙גזםכ꡸ꦞյ蔝㛾מ㲔产侇ّٚءٞو
նַ׈דׂי׊յ鴙鹴璡鏗㵵⶜ⱱׄטյ撴׊

̜ ╈塛גזםכ㕙⺬յ錃糋擻ꄆꄈ錃糋擻עꢜׂי⪑ע䲝⸻ַ׈דׂי׊նٚٛأ霔ꦞ璡յ䲝⸻ֿ㍭ꦘעגױ⷇ꣅם㕙⺬ע┉侇鴙鹴䏲յ喋㯸؅釤
նַ׈דׂי׊מֹ׻׾׌⸻䲝י

˥ 㛾妳◀㕔׷閛㕔յ姡⛣ס敯䛜璡׽׻מյ◄ⳉ㷀ס⮭了ך╈塛؅䧗炐׾׌㕙⺬ֵֿ׌ױ׽նסא꤀ע䑒׍䏼ַֹ׈דׂי׊מֹ׻ն
˥ ꡸ꦞ׽׻מ㲔产ג׊㕙⺬ס✳榫乢ע鲭ꄋַ׌ױ׊גնסא☽յ㲔产縖齉⺬ך╈塛׾׌㕙⺬ע鲭ꄋעמ䑴׎ױ׿׼׋؆նׇ▼䤔ַׂ׈דն
姡ꪫ⮵榫ס╈塛
̜ 夕噛┖孱ס姡⛣ֿ�Nגזםמ㕙⺬յ姡ꪫ⮵榫ע╈塛׌ױ׽םכն◄ⳉ㷀ס׼־鵽礘מ䑴י׋յ鵭מ־׷⮵榫縖؅鴙⸻׎׈յ姡┕錃糋擻鈝⩞
芷؅ꢜׂ؅媞䃷丢ַ׈דׂיׅ┕מն

̜ 㛻䇖鈝峮䢥ס姡⛣ֿ�N♓┕מ鷼ג׊㕙⺬׵յ姡┕錃糋擻ע䲝⸻׌ױ׀דגַי׊ն
Η媞䃷丢錃糋擻ס䲝⸻יַחמ
媞䃷丢錃糋擻┉芗⺎䯈擻ס䲝⸻
̜ ꦞ㛾侇ّٚءٞوעגױ╈塛侇עյ⸉⯞錃糋擻؅䲝⸻ַ׈דׂי׊ն׊דגյֿّٚءٞو鵽禈׾׌㕙⺬מ꡾׽յꦞ㛾侇׵ך墦糋ֿ׌ױ׀ךյ㛻
䇖鈝峮䢥ס姡⛣ֿ�Nמ鷼ג׊㕙⺬ע鵭מ־׷䲝⸻ַ׈דׂי׊ն

髪┸٬ꄆ嚀璡؅榫ַ׾錃糋擻ꄆꄈ⺎䯈擻ס䲝⸻
̜ 錃糋٬䲝⸻מ髪┸׷ꄆ嚀璡؅䑒釐׾׌כ錃糋擻ꄆꄈ⺎䯈擻עյ㛻䇖鈝峮䢥ס姡⛣ֿ�Nמ鷼ך⮆��⯞⸊׼־י׊䲝⸻ַ׌ױ׀דגն姡⛣┕伭
侇עյ◄ⳉ㷀כ鵽礘؅⹦׽յ姡⛣ֿ�N⮼鷼侇מ髪┸璡䑒釐ם嚀免؅嶖⤓׊յ䲝⸻ַ׈דׂי׊מֹ׻׾ֻ⤓מն

ք▁䃷ס姡⛣׷ꦞꄈעיַחמյ♓┖ׇ׽׻عؕئס澬鏀ַׂ׈דօ

סא☽յ✳榫┕٬ٜ٭ٜס嫰䙫◄ꯁיַחמ
ס굁괏ֿ⛂ֹ◄哅յ姡┕⮵榫յ愁妳ٜ٭ٜ׾׌׾׌鎉䎎ךّٚءٞو׾׌ն㲔产׌ױ׊鋗מ┖♓؅ٜ٭榫ٜ✳ם־յ碷סך┕׾׌؅㲔产ّٚءٞو
✳榫յꮟ⭳׊车憡ׇמ⯥◄ע澬鏀ַׂ׈דն
✳榫┕׷ٜ٭ٜס嫰䙫◄ꯁֿ㱤ַם׿㕙⺬עյ◄ⳉ㷀׽׻✳榫╈塛מ⪧כ׾׍⽜؅յ☪䏲ס⮵榫؅ֽ了׌ױ׀דגַי׎׈׽նגױ碷חמٜ٭ٜם־
նַ׈דׂ׎؂⺬ゖַֽמⳉ㷀◄מյֽ妳鬭ף׿憠ֵֿם伺┘יַ
Р▁䃷媞䃷丢؅ׇ⮵榫ַיזגֵמׂדג
Ζ굁괏؅⛂ֹ◄哅꨽䈘ㅀ哅ס㲔产יַחמ
Ηꮟ⭳׊车憡יַחמُؕ٭؜٭مت׷ؠ璡؅✳榫ّٚءٞوג׊
Θ愁妳ס✳榫יַחמ꨽䈘סꝧ錃٭ٖ؞ي٭ف׷璡ّٚءٞوס
Ι㳓媽车憡יַחמ
Κ姡┕ס⮵榫יַחמ
Λסא☽յّٚءٞو㲔产ס꤀ס嫰䙫◄ꯁ

㜀꣊ס㒮饉⹕צ媞䃷丢⫂ס껺髪㕙⮵榫יַחמ
㜀꣊ס㒮饉㏐껺髪㕙ס✳榫יַחמ
㜀꣊ס㒮饉㏐껺髪㕙┖㍲ס颋凂甙䢥硜��⺏٠ֿכֽע؅ّٚءٞوךغ٤ٚ٭ر٤㲔产׾׌꤀מյ舅榺ׇמ⮵榫ַ׾ׄדג껺髪㕙ױ׽םכ
ն׌
껺髪㕙典⣐؅✳榫׾׌㕙⺬עյ◄⯥מ榼鑁䣆禈؅׀车ַյ✳榫乢؅䶹䣕ֹ䑒釐ֵֿ׌ױ׽նׇ⮵榫ס꤀ׂ׬׾םע企ַ壿꣪ך◄ⳉ㷀ׇמ鵽礘ׂ׈ד
ַն
媞䃷丢⫂ס껺髪㕙ס✳榫יַחמ
媞䃷丢⫂סך髪ס껺髪ע⸉⯞焔塛׌ױַי׊כնדגյ꞊➟縖ّٚءٞو㲔产縖٬⭳䈘縖٬㳓媽縖
璡מ꡾׽յ媞䃷丢⫂ס׫껺髪ֿ䑒釐כ◄ⳉ㷀ֿ鏀ג״㕙⺬עյ媞䃷丢⫂ס׫껺髪؅錉⺎ױַי׊
׼־յ㛙מ꤀סյ껺髪׽ր껺髪錉⺎錞ց؅⹨ׄ⹦׽׻յ◄ⳉ㷀ע꤀׾׌髪؅껺髪⮵榫מ⫁ն媞䃷丢׌
釤ֻ׾⛣糋מ鿥糋ַמֹ׻ׂדג畘杼ס䐿䈓؅ֽ갾ַַ׌ױ׊גն껺髪⛣糋յ⪌⭳侇ꝴ璡ע◄ⳉ㷀ס
䧗炐מ䏼ַ׈דׂיזն
˥ 车䷓ס׊⤹ס꤀לםյ껺髪㕙ֿ✳ֻ׾םׂם㕙⺬ֵֿ׌ױ׽ն껺髪㕙؅⮵榫׾׌㕙⺬עյّٚءٞو㲔产仼ֿ婊
նַ׈ד澬鏀ׇׂמⳉ㷀◄מ״域瑬յֽ企׽ױ

˥ 㜀꣊ס㒮饉㏐껺髪㕙ס⮵榫ס꤀ע껺髪錉⺎錞ע氦车׎ױ׽ֽי׊؆նّٚءٞو㲔产侇ꝴ⫂ׇף׿ֵך舅榺מ
׈ד髪؅ׇ燯Ⳃׂמ־׷磙▼䏲յ鵭ّٚءٞوյךס׌ױ׊磙▼域瑬ꝥꑷّٚءٞوյדגնַ׈דַׂ✳ֽ
ַն

˥ 껺髪㕙⫂סך◄䷚璡עٜهٚعס㲔车㡦⿦⚡⹕צ◄ⳉ㷀ס⮉┉ע鞊♳ע靷ַ׎ױ؆ն

✳榫ַם׀ך僿ꝴ׷㕙䢥יַחמ
㲔产ؙٛؓעךյ车䷓⹕צ꞊➟嚀꞊璡ס车⤹◄勥׽חױյ菊愁㛻⚡յ䄫妨烰׽յ寕ꡔ⭳⮣䌋璡׽׻מյ媞䃷丢؅✳榫ַם׀ך僿ꝴֵֿ׌ױ׽ն
㲔产סّٚءٞو仼爊ֿ✳榫ַם׀ך仼כהמꄆ邾׾ַי׊㕙⺬עյ◄ⳉ㷀ׇ׽׻鵽礘׀דגַי׎׈յꝧ⤹仼ס鐧丝؅车ׂדגַיז㕙⺬ֵֿױ׽
ն׌ױ׊ْتت؅ֽכ׆ׂדגַינ㵱ֽמⳉ㷀◄յ⮵榫敯媲؅ך企ַ壿꣪׾׌ն♿槆؅吾鋀׌

ӣ泘域׫䢙׾

鎋碷عؕئهؘؗ"�26368ע�IUUQT���RVSVXB�KQ��؅ׇ鈋ַׂ׈דն

˥�㛻䇖鈝峮䢥ס姡⛣עր䚁湳洈䃷סꡔ愤䗯㕔ցׇך澬鏀ַ׌ױׄדגն

˥�㛻䇖鈝峮䢥ס姡⛣עր䚁湳洈䃷סꡔ愤䗯㕔ցךյ
մ�꡸ꦞס敯媲ֽצ׻磬鷨עיַחמր䚁湳洈9٭ر٭1ٝ.غ٤فꦞꄈ䗯㕔ցׇך澬鏀ַ׌ױׄדגն

ⳓ꥗釐ꯁ
ֽ٠ֿכעכغ٤ٚ٭ر٤
26368"䡵樋ס哭釐
ֽ٠ֿכֿغ٤ٚ٭ر٤泘䧗ס׵׌

㲔产יַחמّٚءٞو
ֽ٠ֿככ׆׾׀ךיז׻מغ٤ٚ٭ر٤
◄⯥ס榼鑁䣆禈׀㲔产榼鱮傴ס䬠⭳ֿ䑒釐ם车憡יַחמ

㲔产⛮⯆יַחמ
ֽ٠ֿכ孨榫㲔车㡦⿦⚡ס氦餉

ّٚءٞوⳓ꥗⫂㳊ס哭釐
✳榫榼鑁ס孱׿
㲔产ؙٛؓיַחמ
✳榫מ⛂ֹ鞝榫畘杼鞝璡יַחמ
㲔产מ꞊׾؂兢♭יַחמٜ٭ٜ׷
㲔产㕔⼔傴ס䬠⭳⹕צ全㕙縖ؓסع٭آ٤⶜ⱱיַחמ
二㑔סتٜؕؗػٞؤ䚉刌ꡔ塛㵚瓀יַחמ
�ꦞ㛾侇ّٚءٞوס㲔产כ㘃姡侇ס䲝⸻ٜיַחמٜ٭秴䓦侇㵚䑴
סא☽յ✳榫┕٬ٜ٭ٜס嫰䙫◄ꯁיַחמ
㜀꣊ס㒮饉⹕צ媞䃷丢⫂ס껺髪㕙⮵榫יַחמ
✳榫ַם׀ך僿ꝴ׷㕙䢥יַחמ

ゖ⺬׎؂⩝

עכغ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ ג־ײ׊哧ס٠ֿכֽ

P U P H B X B غ٤ٚ٭ر٠٤ֿכֽ

事例｜おとがワ！ンダーランド　愛知県岡崎市
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参加が自由にできる自然体験の機会として、観
察池で毎月開催しました。生息生物の種類や個
体数が多様になっていく変化を確認しました。

多様な生物が生息可能な環境条件を、子どもた
ちとともに議論し、観察池を舞台により多様な
生きものの暮らす環境づくりを実践しました。

手賀沼周辺を探検し、自然を切り取って竹の器
にアレンジしました。箱庭・盆景を作る中で、
手賀沼の歴史・文化の感性を再現しました。

�ׅתג肪׾荈搫ה➂ծח莸〴׾橆㞮錁㻊寑ךז׿׫ � �

؝ؚٖٓ

魅力を発見しよう
ヌマべの新たな魅力や新しい楽しみ方を見つけましょう。ヌマべクラブ内外の様々な団体・組織と連携し、公共性の高い『ヌマラボプログラム』
や定期的に開催する社会実験『テガヌマウィークエンド』を開催し、ヌマベの価値を探究し続けます。

みんなで楽しむヌマベを目指して ④

「生きもの観察会」
取り組み実績❶ 取り組み実績❷ 取り組み実績❸

「生きもののすみかを創ろう」 「箱庭に秋の手賀沼を飾ろう」

ヌマラボプログラム：公共性の高いチャレンジを応援しよう

クラブメンバー

企業

教育機関ヌマラボ
プログラム

ヌマべの
新たな魅力の発見

事務局

応募

開催

運営支援
連携

連携

スポンサー

子どもたちと一緒に、多様な生き物が暮らし

やすい草原に向けて少しずつ手入れをしてい

きます。

綺麗な夕陽をヌマべで楽しんでもらうために、

カフェやアクティビティ、キャンプをパッケー

ジ化して提供します。

手賀沼に漂流・漂着するゴミでアート作品を

制作し、手賀沼のゴミ問題について考えてい

きます。

遊び場 やコワーキングスペースを設けるよう

船を改造します。ヌマべ同士を繋ぎ、豊かな

水上体験を生み出します。

ヌマべの樹木や草花の手入れの方法を学び、

植物を自分たちの手で育てて、元気にしてい

きます。

手賀沼に繁 殖し、農 業 被害や沼の生態系へ

の悪影 響が指 摘されている外 来 水 生植 物を

駆除していきます。

生きものの原っぱづくり サンセットプログラム

アートからゴミ問題を伝える

オフグリッドの船づくり

ヌマべの植物を育てよう

外来水生植物を駆除しよう

#生きものの目線になって #体験・滞在・創造価値の提供

# 環境問題に目を向ける

# 水上アクティビティ

#子どもと一緒に

#生態系の回復

#遊びと学びをくっつける #四季・時間変化を楽しむ

#アートで環境学習

#スマートでスローなモビリティ

#二次的自然・エコトーン再生

# 環境問題に目を向ける

https://www.designboom.com/art/ocean-trash-photo-collages-by-mandy-barker/

https://tulasendlesssummer.com/living-off-grid-on-a-sailing-catamaran/

http://shinmatsudo-zouen.com

https://suiken-teganuma.org

例｜ヌマラボプログラムの活動イメージ
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みんなで楽しむヌマベを目指して ④

生物と触れ合う、観察する手作りウッドデッキ　25枚

ヌマヅリ・ボート　44艘

乾杯イベント　28人

ヌマべ・ヨガ　21人

1艘に 2人利用の換算

焼き芋　80本
1本 250g の換算

今後ヌマべで特に体験したい価値 ※複数選択可

※2日間合計

※複数選択可

子どもと一緒に遊ぶ・学ぶ

景色を眺める・写真を撮る

サイクリング・ランニング

水上アクティビティ

行政が環境整備すべき

整備は特に必要ない

0 5 10 15 20 25 30 35 40 人

イベント時に企画者が
環境整備すれば十分である

自分たちが環境整備に
協力できるならしてみたい

ウッドデッキによるプレイスメイキング

生まれたヌマべのアクティビティ

今後のヌマべの環境整備について 今後の定期的なプログラム開催について

クラブ事務局にお願いしたいこと

47%

43%

31%

30%

26%

広報

他のメンバーとの
交流機会の提供

参加者申し込みの管理

イベント保険の加入

当日運営の手伝い

73%

45%

45%

36%

18%

0 2 4 6 8 団体

今のところ考えていない

今回と同様、他の企画と
一緒なら開催したい

自分たちの企画だけでも
開催したい

テガヌマウィークエンド：クラブメンバーが一緒になって社会実験に取り組もう

コンテンツ

検証項目

居場所づくり

堤外地（ヌマギワ）を使ってみる

模索

2 日間・イベント

東大・協議会

柏市による申請

10 の体験プログラム

フィッシングセンターと繋ぐ

子ども・親子をメインに

2 日間

東大・協議会・いくつかのジモト団体

協議会による申請

ジモト団体による持ち込み全 19 企画

曙橋とその向こう側も

流域住民

4 週末 8 日間・日常化へ

東大・協議会・ジモト 10 団体

ヌマべ利用シートによる簡単な申請

エリア

ターゲット

開催期間

開催主体

許可申請

見えてきたこと

テガヌマウィークエンド vol .1 テガヌマウィークエンド vol .2 テガヌマウィークエンド vol .3

ヌマべ ザシキ ヌマべ ビラキ ヌマべクラブ

冬の田んぼに水を張ってみるなど
鳥とコラボしてみる

サンセットからサンライズの
ヌマべの滞在ニーズの発掘

ヌマべ同士・ヌマべとまちを繋ぐ
サイクリング・遊覧船・MaaS

ウォーキングやサイクリングなどの
健康・Well-being

曙橋を活用してみるなど
干拓遺産・なりわい遺産の活用

デジタルから解放され、
本物の自然に包まれる

# ヌマべの新たな挑戦
# 新たなライフスタイル

社会実験の進め方

ヌマべの
居心地の良さ

子どもと一緒
にやる重要性

ヌマべクラブ
の運営◎

日常的な開催・
来場ニーズ市民による

環境整備意向
水上アクティ
ビティが好評

これまでの社会実験を振り返る

クラブメンバーで企画を持ち寄って開催する

これまで開催してきた社会実験の検証テーマや見えてきたことを整

理します。

検証項目に沿って、ヌマべクラブみんなで 企画を持ち寄り、社会

実験を開催します。

全国のヌマべでヌマべを楽しむ１ヶ月
ヌマべリングウィークエンド

ヌマべの複数拠点で連携して開催

様々なヌマべを巡るヌマべツアー

ヌマべでの取組を共有し学び合う
ヌマべリングサミット

# 新たなヌマべとの連携・協力

例｜ウィークエンドでの検証テーマのイメージ

千葉県のヌマべ

日本国内のヌマべ

手賀沼周辺のヌマべ

「学」チームを中心に検証項目の設定を行う

「学」チームを中心に検証項目の効果を分析する

学と有志で社会実験の検証テーマを設定します。クラブメンバーと

意見交換を行い、事務局が開催をサポートします。

学と有志でアンケートやヒアリングなどを行い、検証テーマの効果

測定をして、考察をまとめます。
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環境を整えよう
自分たちのフィールドを自分たちで整えていきましょう。様々な団体・組織と連携して、ヌマべのゴミ拾いや草刈りを定期的に実施していきます。
水辺の拠点に再投資するヌマべファンドを運用していきましょう。

みんなで楽しむヌマベを目指して ⑤

クラブメンバーが漁協と協働して「草刈り」や「花植え」を行います。「千葉県河川海岸

アダプトプログラム」による行政の支援を受けて、環境整備のサポートを受けます。遊歩

道の指定管理者とともに一体的な草刈りを実現します。

既存団体と協働して行う清掃活動「ヌマべクリーン」を、ヌマべクラブとして積極的に行っ

ていきます。ヌマべクラブによる「手賀沼流域クリーンアップ大作戦」による定期的な清

掃活動の実施や、美しい手賀沼を愛する市民の連合会が主催する「手賀沼統一クリーン

デイ」にヌマべクラブとして参加します。

手賀沼流域クリーンアップ大作戦の様子

2 0 2 0 年度「手賀沼統一クリーンデイ」チラシ

水辺の拠点に還元する仕組みを整えよう手賀沼全体の美化活動に参加・協力しよう

漁協

事務局 市民

企業

手賀沼
水辺の拠点に

還元・再投資する

ヌマべファンド

行政

美化活動美化活動
ヌマべクリーン

水辺の拠点周辺の
フィールド

日常的な利用日常的な利用
草刈り収益の一部収益の一部

寄付寄付運用運用

維持・
管理費
維持・
管理費

アダプトプログラム
による支援

アダプトプログラム
による支援

クラブメンバー

既存市民団体

0 10m

日常利用の拠点｜
道具を保管するシェッドの整備。通
りがかりの来場者も料金を払って胴
長や手網などの道具を借り、生きも
の調査や環境管理に参加できる

日常利用の拠点｜
道具を保管するシェッドの整備。通
りがかりの来場者も料金を払って胴
長や手網などの道具を借り、生きも
の調査や環境管理に参加できる

歩きやすい園路｜
園路の清掃
歩きやすい園路｜
園路の清掃

生きもの中心のひっそりした空間｜
奥部の植栽の維持
生きもの中心のひっそりした空間｜
奥部の植栽の維持

良好な排水：
排水口の清掃
良好な排水：
排水口の清掃

安全な飛び石｜
手入れ・清掃
安全な飛び石｜
手入れ・清掃

視認性が高く、人の入りやすい水空間｜
正面のヨシ・ガマの適度な刈り取り
エコトーンの維持

視認性が高く、人の入りやすい水空間｜
正面のヨシ・ガマの適度な刈り取り
エコトーンの維持

生きものの隠れ家と日蔭｜
奥部のヨシ・ガマの適度な維持
生きものの隠れ家と日蔭｜
奥部のヨシ・ガマの適度な維持

親水性のある池｜
新たに柵は作らず、
深さは 50cm以下を維持

親水性のある池｜
新たに柵は作らず、
深さは 50cm以下を維持

生きもののすみか｜
浅瀬の維持
生きもののすみか｜
浅瀬の維持

見通しが良く、近寄りやすい園路・草地｜
園路・草地の草刈り
見通しが良く、近寄りやすい園路・草地｜
園路・草地の草刈り

ルールに基づいた
日常的な生きもの観察、池の管理

観察池の実践を踏まえた、手賀沼への展開

開催

参加

園路・草地の草刈り生きもの調査・
水質調査・管理
環境マネジメント

継続する仕組みづくり・手賀沼への展開

ヌマべクラブ

来場者・参加者

観察池

手賀沼

生きもの
プログラム

生きもの
観察会

シェッド

ルール
看板

道具

￥ ￥

￥

まず、観察池とその周りから、環境の維持・管理を行います。決まった方針に沿って整備するのではなく、下図のような緩やかな方針のもと、試行錯誤しながら環境を整えていきます。

プロセスそのものをプログラムとして手入れを行ったり、収益の一部を環境改善に充てたりする仕組みを整えます。

https://parkful.net/2018/07/funahashi-enmusubi/

https://tegaryoku.com/teganuma_cleanup_events-2/

https://www.biteren.com/

事例｜舟橋村園むすびプロジェクト
　　   富山県舟橋村
京坪川河川公園（オレンジ

パーク）では、造園業者と

子どもたちが協働で公園づ

くりに取組んでいます。公

園管理ではなくコーディ

ネートと捉え、「こども公

園部長」など創造的な仕

組みが運用されています。

観察池の創造的な環境マネジメントを実践しよう
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未来を描こう
手賀沼の将来像を語り合い、実験を重ね、描いていきましょう。ヌマべクラブのメンバーで、マスターコンセプトに沿った活動・実践のアイディ
アを出し合い、具体化して実行してみます。「学」の視点を取り入れて客観的に分析し、マスターコンセプトを継続してアップデートしましょう。

みんなで楽しむヌマベを目指して ⑥

#メンバーの活動を支えるスキーム

# ヌマべの環境マネジメント

#ヌマラボプログラム

#テガヌマウィークエンド

#行政との協議

#プログラム等の企画

#日常的なヌマべでの活動

#仮説・調査項目の設定

#アカデミックな視点

#学識によるマスターコンセプトの更新

#データの観測・分析

# 勉強会の開催

#メンバーとの意見交換

#公民学漁の意見を反映

#メンバーへのヒアリング調査

*%&"4

"$5*0/

%"5"

-&"3/

���� ����

遤佟ךה⼿陽崞⹛٥㹋騧ך鎘歗 崞⹛٥㹋騧ך鎘歗

傈䌢涸ז崞⹛ يؚٓٗفٝف٦ؔ

鎘庠ךة٦ر

س٦ؙؒٝ؍ؐ

ؚٝٔ،ؼךפ٦غًٝ

فح،ّٝآ٦غךزفإٝ؝٦ةأو

⹈䓼⠓ךꟚ⪵

يؚٓٗفنٓوض

4 5 4 56 7 8 9 10 11 12 1 2 3

４つのステップで未来を描き続けよう みんなでヌマべクラブの活動サイクルを回そう

01

01 IDEAS04 LEARN

02 ACTION03 DATA

IDEAS

ACTION

DATA

LEARN

03

02

04

マスターコンセプトを

バージョンアップする

マスターコンセプトに沿って

実践を計画する

アイデアを具体化して

実践してみる

データを計測し、

意見を収集する

例｜ヌマべクラブの１年間の活動イメージ
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多くの「公」と協働するヌマベクラブへ 手賀沼全 体にヌマベクラブの輪を広げる

柏市農政課

漁協

国交省利根川下流河川事務所

農水省関東農政局
千葉県手賀沼土地改良区 柏市・我孫子市・印西市

・手賀川浄化施設敷地の一時使用

・ヌマギワ環境整備への協力（ゴミ回収等）

・河川協力団体としての認定

・曙橋橋詰空間整備に関する議論

・手賀川浄化施設敷地の一時使用

・ヌマギワ環境整備への協力（ゴミ回収等）

・河川協力団体としての認定

・曙橋橋詰空間整備に関する議論

千葉県柏土木事務所
・「ヌマギワ」の定期的な環境整備についての協力体制

・アダプトプログラムによる協力体制

・河川協力団体としての認定

・「ヌマギワ」のより円滑な利活用に関する協力体制

・「ヌマギワ」の定期的な環境整備についての協力体制

・アダプトプログラムによる協力体制

・河川協力団体としての認定

・「ヌマギワ」のより円滑な利活用に関する協力体制

・社会実験イベントへの協力、後援

・市有地の活用や管理に関する情報交換

・「水辺の拠点」活性化に向けた連携

・社会実験イベントへの協力、後援

・市有地の活用や管理に関する情報交換

・「水辺の拠点」活性化に向けた連携

・「ヌマベリング」広報活動への協力

・県や国交省、農水省などへの関係構築のつなぎ役

・かわまちづくり計画策定にむけた議論と検討

・「ヌマベリング」広報活動への協力

・県や国交省、農水省などへの関係構築のつなぎ役

・かわまちづくり計画策定にむけた議論と検討

・各種取り組みへの後援

・水辺の拠点周辺の環境整備への支援

・マスターコンセプトの検討とバージョンアップへの参加

・各種取り組みへの後援

・水辺の拠点周辺の環境整備への支援

・マスターコンセプトの検討とバージョンアップへの参加

・桟橋などの積極的な利活用

・ヌマベクラブ活動への積極的な参加

・マスターコンセプトの検討とバージョンアップへの参加

・漁業権を生かした遊覧船や生きもの調査の実施

・桟橋などの積極的な利活用

・ヌマベクラブ活動への積極的な参加

・マスターコンセプトの検討とバージョンアップへの参加

・漁業権を生かした遊覧船や生きもの調査の実施

・周辺用水路での生きもの観察会など

・水門管理小屋の一時使用

・曙橋の再整備に関する議論

・周辺用水路での生きもの観察会など

・水門管理小屋の一時使用

・曙橋の再整備に関する議論

水 辺 の 拠 点 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ

各 種 制 度 を 活 用 し た 手 賀 沼 全 体 の ヌ マ ベ リ ン グ へ各 種 制 度 を 活 用 し た 手 賀 沼 全 体 の ヌ マ ベ リ ン グ へ各 種 制 度 を 活 用 し た 手 賀 沼 全 体 の ヌ マ ベ リ ン グ へ

（手賀沼まちづくりセンター）（手賀沼まちづくりセンター）
アグリ協議会アグリ協議会

【事務局】【事務局】

水 の 館 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 団 体
水 の 館 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 団 体

水 辺 の 拠 点 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ
水 辺 の 拠 点 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ

手 賀 川 ・ 印 西 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 な 団 体
手 賀 川 ・ 印 西 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 な 団 体

ふ る さ と 公 園 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 団 体
ふ る さ と 公 園 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 団 体

メンバーの行き来
情報交換

メンバーの行き来
情報交換

連携連携 協働協働

連携連携連携連携

国交省

農水省

柏市

千葉県

我孫子市

印西市

漁協

ヌ マ ベ ク ラ ブ ネ ッ ト ワ ー クヌ マ ベ ク ラ ブ ネ ッ ト ワ ー クヌ マ ベ ク ラ ブ ネ ッ ト ワ ー ク

ソフト・ハード
両面で協力

ソフト・ハード
両面で協力

メンバーの行き来
情報交換

メンバーの行き来
情報交換 メンバーの行き来

情報交換
メンバーの行き来

情報交換

柏市農政課

漁協

国交省利根川下流河川事務所

農水省関東農政局
千葉県手賀沼土地改良区 柏市・我孫子市・印西市

・手賀川浄化施設敷地の一時使用

・ヌマギワ環境整備への協力（ゴミ回収等）

・河川協力団体としての認定

・曙橋橋詰空間整備に関する議論

・手賀川浄化施設敷地の一時使用

・ヌマギワ環境整備への協力（ゴミ回収等）

・河川協力団体としての認定

・曙橋橋詰空間整備に関する議論

千葉県柏土木事務所
・「ヌマギワ」の定期的な環境整備についての協力体制

・アダプトプログラムによる協力体制

・河川協力団体としての認定

・「ヌマギワ」のより円滑な利活用に関する協力体制

・「ヌマギワ」の定期的な環境整備についての協力体制

・アダプトプログラムによる協力体制

・河川協力団体としての認定

・「ヌマギワ」のより円滑な利活用に関する協力体制

・社会実験イベントへの協力、後援

・市有地の活用や管理に関する情報交換

・「水辺の拠点」活性化に向けた連携

・社会実験イベントへの協力、後援

・市有地の活用や管理に関する情報交換

・「水辺の拠点」活性化に向けた連携

・「ヌマベリング」広報活動への協力

・県や国交省、農水省などへの関係構築のつなぎ役

・かわまちづくり計画策定にむけた議論と検討

・「ヌマベリング」広報活動への協力

・県や国交省、農水省などへの関係構築のつなぎ役

・かわまちづくり計画策定にむけた議論と検討

・各種取り組みへの後援

・水辺の拠点周辺の環境整備への支援

・マスターコンセプトの検討とバージョンアップへの参加

・各種取り組みへの後援

・水辺の拠点周辺の環境整備への支援

・マスターコンセプトの検討とバージョンアップへの参加

・桟橋などの積極的な利活用

・ヌマベクラブ活動への積極的な参加

・マスターコンセプトの検討とバージョンアップへの参加

・漁業権を生かした遊覧船や生きもの調査の実施

・桟橋などの積極的な利活用

・ヌマベクラブ活動への積極的な参加

・マスターコンセプトの検討とバージョンアップへの参加

・漁業権を生かした遊覧船や生きもの調査の実施

・周辺用水路での生きもの観察会など

・水門管理小屋の一時使用

・曙橋の再整備に関する議論

・周辺用水路での生きもの観察会など

・水門管理小屋の一時使用

・曙橋の再整備に関する議論

水 辺 の 拠 点 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ
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（手賀沼まちづくりセンター）（手賀沼まちづくりセンター）
アグリ協議会アグリ協議会

【事務局】【事務局】

水 の 館 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 団 体
水 の 館 エ リ ア
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ヌ マ ベ ク ラ ブ

手 賀 川 ・ 印 西 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 な 団 体
手 賀 川 ・ 印 西 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 な 団 体

ふ る さ と 公 園 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 団 体
ふ る さ と 公 園 エ リ ア
ヌ マ ベ ク ラ ブ 的 団 体

メンバーの行き来
情報交換

メンバーの行き来
情報交換

連携連携 協働協働

連携連携連携連携

国交省

農水省

柏市

千葉県

我孫子市

印西市

漁協

ヌ マ ベ ク ラ ブ ネ ッ ト ワ ー クヌ マ ベ ク ラ ブ ネ ッ ト ワ ー クヌ マ ベ ク ラ ブ ネ ッ ト ワ ー ク

ソフト・ハード
両面で協力

ソフト・ハード
両面で協力

メンバーの行き来
情報交換

メンバーの行き来
情報交換 メンバーの行き来

情報交換
メンバーの行き来

情報交換

公民学漁の「深堀り」にむけた連携イメージ 公民学漁の「横展開」にむけた連携イメージ

ヌマベクラブからヌマベリングへ：奥手賀・水辺の拠 点で公民学漁 連 携モデルを実 践し、 その輪を徐々に手賀沼全 体に広げる「ヌマベリング」へと展開します。



5 .  ヌマベリング   人と沼の接点を広げていく

6 .  奥手賀エリア   「水辺の拠点」から「奥手賀」へ

7.  ヌマベの再生   ひとつながりのヌマベを目指して

第 二 部 　 「 水 辺 の 拠 点 」 発 ・ 未 来 ビ ジ ョ ン 素 案
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人のアクティビティ

人のアクティビティ

5 
ヌマベリング
人と沼が接する場を
広げていく

ヌマベを楽しむ市民だけでなく、ヌマベを管理する行政も含めた

連携に取り組むことで、ヌマベ活用の可能性を広げ、より多くの

人が持続的にヌマベに関わる門戸を広げます。将来的には、手

賀沼全体のヌマベのソフト活用からハード整備について官民協働

で構想することを目指します。「ヌマベリング」はそのためのムー

ブメントです。まずは「ヌマベクラブ」と「水辺の拠点」からはじ

めて、徐々にその輪を広げていきます。

ヌマらしさを尊重したミズベリング＝ヌマベリング

# ミズベリング # ミズベリングとヌマベリング

・まちにある川や水辺空間の賢い利用

・周辺地域・文化を「つかいこなす」

・市民や企業を巻き込んだソーシャルデザイン
＋

ミズベリングは 20 13 年 末ごろから全 国 的に進められている、

新しい水辺の活用の可能性を切り開くための官民一体の協働プ

ロジェクトです。

ミズベリングの語源は、

・「水辺＋ R I N G（輪）」、

・「水辺＋ R（リノベーション）＋ ING（進行形）」

水辺に興味を持つ市民や企業、行政が三位一体・ひとつの輪と

なり、持続可能な水辺の未来に向けて改革していく。そんな意

味が込められています。

ミズベリングは、水辺を愛する人が主体的に関わり、水辺とま

ちが一体となった景観、にぎわい、新しい水辺と社会の関係を

生み出すムーブメントを、つぎつぎに起こす取り組みです。

「ヌマベリング」はこのマスターコンセプトブックにおける造語です。ミズベリングの理念も取り入れつつ、しかしヌマの持つ環境価値を失わないために、以下を重視した取り組みにします。

信濃川・やすらぎ堤の事例
https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/map/chubu/shinano_gawa.html

を進めていきたいと考えています。

ヌマベリングミズベリング

ヌマベリングでは…

深くなるのが早い／流れが速い／アクセスが限られる より緩やかに連続／流れが遅く、暮らしが環境に反映されやすい／どこからでも沼に入れる

1 .  より「横断的」に使いこなしていく
水面から台地までのエコトーン体験は沼の財産です。

3 .  より「ハビタット・生息環境」を尊重する
人間をあらゆる生きもののうちのひとつと捉えます。

4 .  「なりわい」と結びついて活動する
生業を支え、文化を育んできた歴史をつなぎます。

5 .  使うことを目的化せず「守るために使う」
目的と手段を間違えないことで持続性を保ちます。

2 .  より流域市民が主体的に関わる
流域の生活の影響が現れやすいのが沼の特徴です。

コンセプト

キーワード

にぎわい

水辺とまち

民間企業

都市の顔

文化

イベント

生きもの

入り込みやすさ

地域の鏡

体験

歴史

漁業・農業
エコトーン

市民活動
自分たちで

環境問題

エコロジカル

商業

居場所

テラス

新しい水辺

アート

カフェ

社会

ムーブメント

＋αのキーワード

MIZBERINGMIZBERING NUMABERINGNUMABERING
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ヌマベリングのムーブメントを広げよう
人と沼が接する場を広げていく

全国的なミズベリング企画への参加ヌマベリングの定義を議論・発信する STEP3STEP2

・ミズベリングフォーラムなどへの参加
・柏・我孫子・印西の 3 市連携でミズベリングに加盟
・ヌマベリングを通じた環境共生の考え方を全国に発信

・他の沼や河川における事例の視察や交流
・ヌマベリングに関する地元での議論や実験の場づくり
・ヌマベリングを冠したイベントの支援やサポート

水辺の拠点

内水面田んぼ

道の駅しょうなん

北柏ふるさと公園

手賀沼ビオトープ 

川の停車場

谷津ミュージアム
手賀沼親水広場

手賀沼公園

手賀沼のヌマベ同士をつなぐ

# ヌマベめぐり     # ヌマベツアー」

ヌマベリングムーブメントが
目指すもの

ヌマベに関わる
アップサイクル

STEP1

・ヌマベ全体で連携したイベントの開催
・流域のヌマベ活動のフィーチャー
・遊覧船、レンタサイクル、バス等のモビリティ実験の継続

・手賀沼に無関心だった層（＝潜在的な関心層）に対する入口をつくる
・従来の市民活動団体を、次の若い世代に接続する
・「遊ぶ」からはじまり、「学ぶ」へと誘われる場を増やす

自分ごととして
関わりたくなる

新たな学びに
出会う

共有したくなる
発信したくなる

シビックプライド
愛着の醸成

憩う・親しむ・
遊ぶ人が増える

国交省「河川空間のオープン化活用事例集」

https://japaneseclass.jp/trends/about/ 水生植物
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公民学漁連携で水辺まちづくりの制度を上手に使おう
人と沼が接する場を広げていく

公民学漁連携を進めるなかで、アダプトプログラムや河川協力団体制度といった制度を活用することで、より活動を充実させることができます。
手賀沼全体にヌマベクラブの輪が広がれば、かわまちづくり支援制度等も活用し、ソフト／ハード両面からヌマベリングを実践できます。

か わ ま ち づ く り 支 援 制 度
の 活 用

河 川 協 力 団 体 制 度
の 活 用

千葉県河川海岸
アダプトプログラムの活用

河川管理者
（千葉県・国交省）

参加

環境整備WSや
勉強会を開催

流域市民

河川空間の
維持・管理
をサポート

河川空間の
維持・管理
をサポート

河川管理の
パートナーに

位置付け

河川管理の
パートナーに

位置付け

【河川協力団体】【河川協力団体】

我孫
子市
・

柏市
・印
西市

上位
計画

での
連携

位置
付け

・支
援

国交
省

【かわまちづくり制度】応募

【かわまちづくり制度】応募

河川管理者
（千葉県・国交省）

流域市民

【河川協力団体】【河川協力団体】

我孫
子市
・

柏市
・印
西市

手賀沼まちづくりセンターとヌマベクラブは共同で、河川管理者
（手賀沼は千葉県、手賀川は国交省）に対して「河川協力団体」
に応募します。河川協力団体としての公共的な活動実績を積み重
ねた上で、柏市や我孫子市・印西市はそうした取り組みを上位計
画等で位置付けることで支援していきます。

手賀沼まちづくりセンターとヌマベクラブが中心になり、流域市
民とヌマベリングの活動を広げるためのベースをつくっていきま
す。水辺まちづくりの第一歩として、手賀沼の河川管理者である
千葉県の河川海岸アダプトプログラムに応募し、環境整備に対す
るサポートを受けるところからはじめます。

「河川協力団体制度」活用により河川管理者との関係性を構築し
たうえで、手賀沼まちづくりセンターは我孫子市・柏市・印西市
に働きかけ、「かわまちづくり計画」の策定へと進みます。3 市は、
国交省に「かわまちづくり支援制度」の申請を行います。選定さ
れればソフト・ハード両面での支援を受けることができます。

官 民 連 携 に 向 け た 制 度 活 用

#かわまちづくり計画を自治体（市）が掲げる

#河川管理者と推進主体の連携強化

#ヌマとまちをつなぐソフト施策の支援を受けられる

#ヌマとまちをつなぐハード施策の支援を受けられる

#ヌマギワの環境維持・管理をサポートしてもらえる

#ヌマギワの占用許可等が簡素化される

#河川管理者との関係を積極的に構築できる

#河川管理者からの委託を受けられる

#ヌマギワの環境維持・管理をサポートしてもらえる

#公共空間で日常的にアクションできる

#一定の区画に対し責任を持った管理に取り組める

#活動の公共性を認知してもらえる

ヌマベクラブ
＋

手賀沼まちづくり
センター

河川管理者
（千葉県）

参加

環境整備WSや
勉強会を開催

流域市民

アダプト
プログラム
に応募

アダプト
プログラム
に応募

アダプト
プログラムで

サポート

アダプト
プログラムで

サポート

【アダプトプログラム】【アダプトプログラム】

ヌマベクラブ
＋

手賀沼まちづくり
センター

ヌマベクラブ
＋

手賀沼まちづくり
センター

かわまちづくり支援制度河川協力団体制度

概要概要 概要概要

千葉県下では 千葉県下では 千葉県下では千葉県下では

河川空間のオープン化
都市・地域再生等利用区域

千葉県河川海岸
アダプトプログラム

「河川をにぎわいのある水辺空間として積

極的に活用したい！」という要望の高まり

を 受け て、20 11 年 度に河 川 敷 地占用 許

可準則が 改正。営利事業者も河川敷地の

利用が可能に。いまでは最大１０年の占用

も。占用の条件は次の通りとされています。

1.  河 川敷 地を利 用する区 域、施 設、主

体について地域の合意が図られている

こと。

2 .  治 水 上 及び 利 水 上の支 障 がないこと

等の基準に該当すること。

3 .  都 市・地 域の 再 生 及び河川敷 地の 適

正な利用に資すること。

20 13 年 の河川法 改 正で『 河川 協 力団 体

制 度 』が 設けられました。自発 的に河川

の維 持、河川環 境の保全等に関する活動

を行うＮＰＯ等を支援するものです。河川

協力団 体としての活 動を適 正かつ 確 実に

行うことができると認められる法人を河川

管 理者が 審 査します。過去 5 年以 上の活

動実績が必要となります。

河川協力団体は、河川の管 理に属する事

項の委 託を受けることが出来ます。また、

河川管理者側の積 極的な窓口対応、占用

に伴う手続きの簡素化などのメリットがあ

ります。

アダプトプログラムとは、一定区間の公共

の場所において市民団体や企 業が美化活

動（清掃）を行い、行政がこれを支援する

制度で 20 0 8 年に始まりました。

道路や河川など公共の場所の一定区画が、

住民と企業によって、愛情と責任をもって

清 掃 美 化されることから、「アダプト（ 養

子にする）」にたとえられています。

この制 度では、行政と市民 団 体などが 合

意書を交わしたうえで、行政からは「清掃

用具の提 供、傷 害 保険への加入、サイン

ボード（看板）の提出、ゴミの回収」など

の支援が行われます。

市町村や民間事業者、地 域住民と河川管

理者が連携の下、「河川空間」と「まち空間」

が 融 合した良好な空間形成を目指す取 組

です。

「 かわまちづくり」 支 援 制 度にもとづき、

河川管理者がハード・ソフト面で支援を行

います。 最 終 的には自治 体が申請し、 河

川管理者が支援します。流域市町村が「か

わまちづくり計画」を策定したものを応募

し、選定されることが必要になります。選

定されると、重点事業などを行うことがで

きます。20 19 年 度 時点で 2 2 9 地区が 登

録されています。

印旛沼流域かわまちづくり、流山市地区か

わまちづくり（江戸川）、松戸市地区かわ

まちづくり（坂川）の 3 事例があります。

松戸・新坂 川の 1 事例。利用調整協議 会

（市、県、地区長、商店長等）で決定する

施設使用者に親水テラス利用を許可。

「水の郷さわら、川の駅ガイド会」が指定

を受けています。県内は 1 事例のみです。

（関東地方整備局管内では 3 4 事例）

千葉 県全 体で 71 団 体が 指 定を受けてい

ます。手 賀 沼 流 域 で 4 団 体（ 美 手 連・亀

成川・大堀川× 2）が指定を受けて活動中。

（身近・短期・ボランティア的） （本格的・長期・事業的）

ミズベリングに関係する制度一覧
資料・画像はいずれも国交省ならびに千葉県ホームページより引用
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人が沼に近づける空間づくりを進めよう
人と沼が接する場を広げていく

ストックを生かしたヌマベのオープン化 手賀沼自然護岸化の推進

展望台

展望台

東屋・ベンチ

桟橋

私有水面

桟橋

桟橋

桟橋

手賀沼ビオトープ

休憩所（サージタンク広場）

東屋

展望台

ベンチ
ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

東屋

東屋

手賀沼親水広場

東屋

藤棚と休憩所

水門管理小屋

水辺の拠点
（手賀沼フィッシングセンター）

道の駅
しょうなん

既存のストックを生かし、指定管理者と連携した
ヌマベの「小さなオープン化」推進エリアに

市民や民間事業者への
オープン化と小さな収益

よいよい景観づくりや
維持管理費への充当

アクセスのよさを生かした
ヌマベの「オープン化」の拠点エリアに

ヌマベ空間の積極的な
市民・事業者の利活用・占用の推進

予
算
や
人
員
の
融
通

干拓でつくられた水辺の拠点周辺の護岸
自然護岸化リーディングエリアに

ヌマベクラブを中心に
人が水際に近づける自然護岸づくりを提案していく

北千葉導水事業でコンクリートで
固められた柏市側護岸の再生へ

水辺の拠点での実践をてがかりとして
公民学連携で段階的な覆土護岸づくりを提案していく

4900500300050030005155

コ
ン
ク
リ
ート

護
岸

水辺の拠点
（手賀沼フィッシングセンター）

道の駅
しょうなん

アクセスのよいヌマベでは、活用に関心ある市民や事業者を積極的に募集していきます。また多数の小さな居場所がある道の駅しょうなん～水辺の拠点間で、それらのスペースをより気

軽に市民や事業者に使ってもらえる仕組みを整え、そこで得た収益を環境維持に還元していきます。

水辺の拠点の周辺に残る一直線のコンクリート護岸。長期的に、人が水際に近づき、手を加え続けやすい、水と陸の生きものが往来する自然護岸の回復を目指します。将来的には柏側

のコンクリート護岸について、段階的により生態系にやさしい護岸に戻していきたいと考えています。
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6 
奥手賀エリア
「水辺の拠 点」から
「奥手賀」へ

手賀沼の東側のエリアを指す「奥手賀エリア」は、戦後に手賀沼

が大規模干拓されるまで、大きな手賀沼の中心に位置していまし

た。すなわち、本来の手賀沼が有していた湿地環境の中央かつ、

歴史文化的環境の中央でもあります。奥手賀は、現在の手賀沼

より広域な、手賀沼の本来の環境・文化の再発見に直結するは

ずです。

もともと農業をなりわいの中心とするエリアですが、近年は様々

な体験・創造・滞在を提供するプレーヤーが増えてきています。

そうしたプレーヤーたちを「水辺の拠点」が結び付けることで、

奥手賀をひとつのエリアブランドとして確立していくことを目指し

ていきます。

「奥手賀」エリアで様々なコラボレーションを育みながら、
エリアの価値を高める（ブランディングする）ことを目指します。

奥手賀の魅力

上質さ　

知的さ

若さ
スロー 手間ひま

グリーンツーリズム

食

農

知る人ぞ知る

人 自由さ

チャレンジ

手賀沼ふれあいライン

我孫子ゴルフ倶楽部

五本松公園
ふれあいキャンプ場

手賀沼親水広場

手賀沼公園

柏ふるさと公園

北柏ふるさと公園

手賀大橋

武者小路実篤邸跡

三樹荘跡

杉村楚人冠記念館

志賀直哉邸跡

白樺文学館

旧村川別荘
子之神大黒天

我孫子市役所

鳥の博物館
高野山桃山公園

道の駅しょうなん
満天の湯

将門神社

浅間神社
布佐市民の森

旧井上家住宅

宮ノ森公園

布佐観音堂

延命寺

勝蔵院

北千葉導水ビジターセンター

水生植物園

北ノ作古墳群
手賀城跡

今井の桜

手賀原氏墓所

弘誓院妙見社

かわうその碑

柏市郷土資料展示室
（柏市沼南庁舎）

福満寺

大津川

柏市役所

県道船橋我孫子線
コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ

北柏駅

柏駅

我孫子駅 天王台駅

東我孫子駅
湖北駅

新木駅

布佐駅

古利根沼
利根川

手賀川
手賀の丘公園

旧手賀教会堂

ハスの群生地

百庚申

将門神社

星神社

○

○

大堀川

金山落

手賀曙橋

岡発戸市民の森

水道橋

浅間橋

ヒドリ橋

染井入落

奥手賀エリア
奥手賀エリアのライフスタイルの魅力向上を

支える場とします。小商い・ワーケーション

の他、学校や福祉施設との連携を育みます。

水辺の拠点

暮らしの
エリア

暮らしの
エリア

暮らしの
エリア

暮らしの
エリア

ともに暮らす

我孫子や柏の取組みと連携し、積極的に対

岸との文化交流を図ります。交 通の乗 換 機

能やマップ・サインの充実も重視します。

つたえる、媒介する

水辺の拠点でできるアクティビティを、奥手

賀エリアの各施設にも提供します。「奥手賀

ツーリズム」としてのツアー化も目指します。

近隣拠点

近隣拠点

おすそわけする

奥手賀エリアの周辺情報をとりそろえる一方

で、ジモト事業者たちが集い、コラボしたく

なる場づくりを進めます。

近隣拠点

近隣拠点

あつめる、そろえる

水辺の拠点

水辺の拠点

水辺の拠点 水辺の拠点

水辺の拠点 4 つの役割
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グリーンツーリズムへの入口機能
奥手賀エリアをつなぐ「水辺の拠点」

道の駅しょうなんで奥手賀エリアの全体像を案内することはもちろん、プログラム提供ができ、駐車台数も十分に備えた水辺の拠点を、奥手賀エリア誘導・案内の第二の拠点として位置

づけています。個々の体験スポットの情報をしっかりと「水辺の拠点」で収集し、発信していくことを大切にします。

奥手賀体 験の発 着拠 点に

より詳細な誘導・案内に加え、
ヌマベクラブの活動を含めた
様々なアクティビティの提供

道の駅での
奥手賀全体への
誘導・案内

各スポットの相互誘導・案内

水辺の拠点

個々の体験スポット

道の駅しょうなん

奥手賀には、デイキャンプか

ら連泊まで、ゆっくりと滞在

できるスポットが多数増えて

きています。奥手賀エリアの

滞 在 客 に、 ヌマベ でどん な

アクティビティができるのか

一 元 化した情 報 収 集＆予 約

が できれ ば、 体 験の主 催 者

側も、滞在客側もうれしいは

ず。 そん な 仕 組 み を、 奥 手

賀全体で整えていきたいと考

えています。

水 辺の 拠 点 周辺には、 数々

の 教 育 機 関 が 立 地していま

す。大型バスも停められる水

辺 の 拠 点に集 合し、 ウォー

キング・サイクリング・船に

よる水 上 探 検へ。 現 代 の 子

どもに足りていない実体験の

ある課 外 学 習の 機 会を、 奥

手 賀で力を 合わせ て提 供し

ていきたいと考えています。

アクティビティのわかりやすいパッケージ化

教育機 関と連 携した体 験学習の機 会 づくり

ポータルサイトなど
簡単に把握・予約できる

仕組みづくり

奥手賀エリアの滞在客 ヌマベでできるアクティビティ

多様な遊び・学び歩いて、自転車で、船で水辺の拠点に集合

環境学習

農泊

漁業

地域史

水上スポーツ

収穫体験
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ポップアップ＆チャレンジを応援する
奥手賀エリアをつなぐ「水辺の拠点」

「奥手賀」のコンセプトに共感してくださる事業者・団体さんの宣伝・PR の場として水辺の拠点を活用してもらうべく、そのための場づくり・機会づくり・仕組みづくりを積極的に行って

いきます。ヌマベクラブや手賀沼フィッシングセンター内のコンテンツとコラボレーションを通じて、奥手賀に関心ある外部事業者を引き込むことも目指します。

ジモトに住まわれている市民や団体の方々には、チャレンジショップというかたちでより気軽に水辺の拠点を試しに活用していただくことで、奥手賀エリアの新規プレーヤー発掘をどんど

ん進めていきます。

水辺の拠 点でのポップアップ出店を

カフェのメニューとして B B Q の 食 材として キッチンカーとして　

活動の宣伝に 商品を知ってもらう 定 期 的なミニイベント小商いをはじめる ワークショップの場に

イベント出店で キャンプ器 材として

水 辺の拠 点でのチャレンジショップを

まずはカフェやヌマラボ、駐車 場 脇の漁協エ

リアなどから、ポップアップ出店やチャレンジ

ショップの開設を受け入れ、応援していきます。

柏市が 借 地して整 備した 水 辺の 拠 点の中に、

一定の手続きを経て営利事業を認める区画を

設定しておき、ポップアップ出店やチャレンジ

ショップの開設を受け入れ、応援していきます。

一定の手続きを経て営利事業を認める区画を

敷 地の外 側にも設 定できないか、各スペース

管 理者と協 議・検 討し、ポップアップ出店や

チャレンジショップの開設を受け入れ、応援し

ていきます。

周辺を含めたポップアップ＆チャレンジ区画の設定戦 略

漁協やアグリ協議 会のエリアから

敷 地を飛び出し、「 ヌマベ」 でのチャレンジも

水辺の拠 点のなかにも区画を設定

step1  

step2  

step3



干 拓田

観 察 池

手 賀 川
浄 化 施 設

取 水 排 水口

手 賀 曙 橋

手 賀 沼

手 賀 川

桟 橋

手 賀 沼フィッシングセンター

我 孫 子 市 野 球 場

W C＋駐 車 場

手 賀 沼自然 ふれ あい 緑 道

7 
ヌマベの再生
ひとつながりの
ヌマベを目指して

水辺の拠点周辺の「ヌマベ」は、漁協への補償地として与えられ

た後、衰退する漁業とともに徐々に分割され、分断され、人の手

がかからないように作り替えられ、放置されてきました。

現代に生きる私たちは、人にとっても、生きものにとっても「ひ

とつながりのヌマベ」を再生していく責務があると考えています。

50 年、100 年とかかることかもしれませんが、それはきっと水

辺の拠点ならびに手賀沼流域の暮らしをみんなで楽しみ支えてい

く上で、大きな基盤となるはずです。

小さな高台を生かした
アクティブなヌマベ

市民と管理する
ひらかれたヌマギワ

SUNSET VIEW

市民と管理する
ひらかれたカワギワ

手賀沼と田んぼをつなぐ
生きものと人が触れ合うエリア

ひとつながりのヌマベ再生：大きな方向性

水辺の拠 点で 進めた
「わんどに学ぶ」デザイン

ヌマギワや橋 詰へ の展 開

田んぼや施 設 裏側へ の展 開

RESTORATION

地 元 の 活 動 ニーズや 環 境 整 備 へ の 関 心 の 高まり
を踏まえながら、「 ひとつながりのヌマベ」 をキー
ワードにヌマベの再生を提 案していきます。
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フィッシングセンターと
ヌマギワをつなげよう

手賀沼と田んぼを
つなぎなおそう

継ぎ目継ぎ目

手賀沼フィッシングセンター手賀沼フィッシングセンター

カワギワカワギワ

ヌマギワヌマギワ

平面方向にひとつながりに 断面方向にひとつながりに

手 賀 曙 橋
桟 橋

手 賀 沼フィッシングセンター

W C＋駐 車 場

手 賀 沼自然 ふれ あい 緑 道

干 拓田

観 察 池

手 賀 川
浄 化 施 設

取 水 排 水口

我 孫 子 市 野 球 場

手 賀 曙 橋
桟 橋

手 賀 沼フィッシングセンター

W C＋駐 車 場

手 賀 沼自然 ふれ あい 緑 道

分 断された生きもののみちを回復する必 要性

管 理の差による様々な境界
▼

境界をあいまいにする

錯 綜した動 線
▼

絡まりをほどく

ヌマベのエコトーンを横 断 的に体 感できる環 境

ひとつながりのヌマベ再生の方向性① ひとつながりのヌマベ再生の方向性②
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遊びながら学びながらヌマギワをゆっくり再生する

夕陽の視点場を育てよう

安心してヌマギワに渡れるみちに

水の流れを辿って冒険しよう

トレイル（小径）で場所と場所をつなごう

漁協と市民で遊休生け簀を活用しよう

沼から田んぼまでのつながりを取り戻そう

曙橋や水門の将来を考えよう

自然護岸へと戻していこう

ひとつながりの
     ヌマベの風景
こんな風になったらいいなという
　　　　　　　  ヌマベを想像してみました
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遊びながら学びながらヌマギワづくりstep2  

ヌマギワをゆっくり再生しよう
ひとつながりのヌマベを目指して

・市民主体の管理をやってみる
・ヌマギワでの遊びを集めたイベント開催
・アダプトプログラムを通じて千葉県柏土木との関係づくり
・管理を支える水場、道具置き場、管理動線づくり
・所有者不明ボートの整理
・沖合の水深や底質などを調査したマップの作成

・手賀沼まちづくりセンターを中心に河川協力団体に登録
・継続的なヨシ原の保全、エコトーンづくり
・みんなで浅瀬をつくってみる
・ヌマギワに降りられる仮設のスロープの設置
・国交省、千葉県、専門家、市民合同の自然護岸検討会議の設置
・様々な自然護岸の視察、勉強

https://otogawonderland.jp/diary/entry-173.html
仮設のテラスの事例（乙川・殿橋テラス）ヌマベを管理していくうえでの論点の例

安全に管理できるヌマギワに向けた下準備step1  段階的な自然護岸化を目指してstep3

https://www.kubota.co.jp/siryou/pr/urban/pdf/36/pdf/36_5.pdf
諏訪湖における自然護岸化の事例

・人が昇り降りしやすく、生きものも往来しやすい自然護岸の提案
・気軽に「ヌマハマリ」ができるエリアの設置
・漁協所有の桟橋や階段の再整備と、スロープの新設
・より広域的な自然護岸化の検討へ

ヨシ焼き

管理動線と遊歩道を兼ねた
ボードウォークづくり

刈り取ったヨシやガマを
現地で処理したい

鳥を観るためのシェッドを
ヌマギワに

他に考えたい取組み、
考えられる可能性

事例：竹芝・WATER S の干潟

野鳥の住処かつバード
ウォッチングの拠点（湿
地林の維持管理動線）

魚などの産卵場所、稚
魚の住処（陸地化を防
ぐ定期的なヨシ刈り）

安全にヌマに入れる領
域（ヨシを刈る／水制
の設置）

ヌマに繰り出すゲート
（桟橋の整備、ボート
発着スペースの確保）

近づきやすいヌマギワ
（入りやすいスロープ
の設置）

水産会館からの見晴ら
し（湿地林の適度な手
入れと整備）

水辺のアクティビティ
を支える小さな草地広
場空間（草刈り）

日陰のある心地よい水
辺空間（歴史的文脈に
沿った柳の植栽）
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21 世紀手賀沼八景（夕陽の視点場）を育てよう
ひとつながりのヌマベを目指して

水門管理小屋の暫定利用step2  

・水門撤去、手賀曙橋架け替えが検討されていることの情報発信
・手賀曙橋の交通上、景観上の価値の調査
・ヘリテージ（土木遺産）としての価値の発信
・夕陽＆写真コミュニティを取り込んだヌマベクラブの運営

・手賀曙橋を活用したイベントの開催
・水門管理小屋の内見、実測調査、利用可能性の議論
・水門管理小屋のヌマベクラブによるリノベーションと活用
・農水省、土地改良区、専門家、市民合同での議論の場づくり

手賀曙橋・手賀沼調整水門の価値評価step1  

https://www.travel.co.jp/guide/article/32125/
参考：COEDA HOUSE（熱海）

BEFORE（現状）

AFTER（イメージ）
numacafe からの景色／電線地中化モンタージュ

景観を活かす

水際の立地を活かす

手賀沼公園

柏ふるさと公園

大津川河口付近

ハス群生地

染井入落河口付近
あけぼの橋付近

手賀大橋から
親水広場付近 滝下広場

4

5

1
2

6

3

7
8

2 1 世紀手賀沼八景
我孫子市、柏市、沼南町で結成した『手賀沼を生かしたまちづくり推進委員会』の活
動の一つとして、住民から応募のあった中から、眺望のすばらしさ、風情が感じられる
ところとして、2000 年 12 月に『21 世紀手賀沼八景』が選定された。あけぼの橋もそ
の一つに選ばれている。（写真は左が 1977 年、右が 2020 年の手賀沼調節水門）

電線地中化＆ビューポイント整備へstep3

・曙橋再架橋整備デザインコンペの実施
・手賀曙橋と水門を生かしたテラス空間の整備
・堤防そのものに大階段化して視点場に
・夕陽の眺めを遮る電柱、電線の地中化

他に考えたい取組み、
考えられる可能性

事例： 「洗堰レトロカフェ」

事例：鞆の浦の「雁木」

夕市・サンセットライブ

関東農政局手賀沼干拓建設事業所編『手賀沼』1977
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「継ぎ目 」 の リ ・ デ ザ イ ン ヌマ ギ ワ と フ ィ ッ シ ン グ セ ン タ ー の あ い だ の 空 間「継 ぎ 目」を 上 手 に リ・デ ザ イ ン し、一 体 的 な 空
間を目指すために、実験とフィードバックを重ねて、その将来像を描きま す。

動線のリ・デザインに向けた社会実験の提案 曙橋と水門小屋の「使い方」ワークショップ開催

「継ぎ目」空間のリ・デザイン

【動線の再構築】
■安全性を担保する動線整理

Plan1. 橋詰空間を駐車スペース＋遊歩道往来の休憩所に Plan2. 橋詰空間を駐車スペースに

＊参考事例
『洗堰レトロカフェ』
『○○○○』

■曙橋と水門小屋の保全・活用提案■安全性と生態系ネットワークを担保する舗装デザイン

【ヘリテージの保全・活用】

○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○
○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○
○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○
〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○
○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇
○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○
○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○
○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○
〇○○○○〇

現在は駐車スペースとしてグレーな使われ方がなされている橋詰空間に対して、安全性を担保するために正式な空間整備を行うこ
とを目指す。そのために、次に示すようにいくつかの橋詰空間の plan を立案し、それぞれ空間を設え、社会実験を行い、その
plan の効果や課題について観測し、考察する。
そうした実験を重ねることで管轄主体である国交省を中心に、正式な空間整備に向けて提案を持ちかけることを目指す。

上記の社会実験の結果を反映し、安全な橋詰の空間整備
と動線の整理方法をデザインする。

空間イメージ（スケッチ or 平面図））

○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇
○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇
○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇
○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇

○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○
〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○
○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○
○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○
○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇

空間イメージ（スケッチ or 平面図）） 空間イメージ（スケッチ or 平面図））

「 継 ぎ 目 」 の リ ・ デ ザ イ ン ヌマ ギ ワ と フ ィ ッ シ ン グ セ ン タ ー の あ い だ の 空 間「継 ぎ 目」を 上 手 に リ・デ ザ イ ン し、一 体 的 な 空
間を目指すために、実験とフィードバックを重ねて、その将来像を描きます。

動線のリ・デザインに向けた社会実験の提案 曙橋と水門小屋の「使い方」ワークショップ開催

「継ぎ目」空間のリ・デザイン

【動線の再構築】
■安全性を担保する動線整理

Plan1. 橋詰空間を駐車スペース＋遊歩道往来の休憩所に Plan2. 橋詰空間を駐車スペースに

＊参考事例
『洗堰レトロカフェ』
『○○○○』

■曙橋と水門小屋の保全・活用提案■安全性と生態系ネットワークを担保する舗装デザイン

【ヘリテージの保全・活用】

○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○
○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○
○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○
〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○
○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇
○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○
○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○
○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○
〇○○○○〇

現在は駐車スペースとしてグレーな使われ方がなされている橋詰空間に対して、安全性を担保するために正式な空間整備を行うこ
とを目指す。そのために、次に示すようにいくつかの橋詰空間の plan を立案し、それぞれ空間を設え、社会実験を行い、その
plan の効果や課題について観測し、考察する。
そうした実験を重ねることで管轄主体である国交省を中心に、正式な空間整備に向けて提案を持ちかけることを目指す。

上記の社会実験の結果を反映し、安全な橋詰の空間整備
と動線の整理方法をデザインする。

空間イメージ（スケッチ or 平面図））

○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇
○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇
○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇
○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇

○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○
〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○
○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○
○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○
○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇○○○○〇

空間イメージ（スケッチ or 平面図）） 空間イメージ（スケッチ or 平面図））

みんなが渡れるみちづくりへ
ひとつながりのヌマベを目指して

手賀沼側市道の交通量を減らす実験step2  

・橋詰の道路余地における人・自転車・車の棲み分け実験
・手賀沼フィッシングセンターの歩行者用出入口部の安全対策実験
・実験結果を関係行政と共有する機会づくり
・水門管理小屋の外壁や外部空間の利活用

・手賀沼フィッシングセンターに田んぼ側の出入口の仮設設置
・手賀川浄化施設の田んぼ側出入口（既存）のより積極的な利活用
・フィッシングセンターとヌマギワの間の道の車両通行制限実験
・フィッシングセンターとヌマギワの間の道を使ったマルシェイベント

橋詰の人・自転車・車の棲み分け実験step1  

yanagase park line 2020 （岐阜市）社会実験テガヌマウィークエンド VOL.3 であがった安全に関する意見 市民による自主的な安全確保の工夫
https://www.facebook.com/yanagase-PARK-LINE-111231916979309/「ヌマベクラブ」開催レポート2020.12.23 より 「ヌマベクラブ」開催レポート2020.12.23 より

W
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205 10 m

④桟橋が滑りやすい

④ウッドデッキによる
怪我の恐れ

①カーブミラーにかかる
　雑草や地形の影響で
　見通しが非常に悪い

曙橋曙橋

ヌマギワヌマギワ

橋詰橋詰

水産会館水産会館

numa cafenuma cafe

人
【 凡例 】

自動車

②あいまいな駐車スペースに
　子どもが入り込んでしまう

①飛び出しの危険性

③滞留が起こりやすく
　自転車との接触の危険性

③自動車・自転車・人が
　交錯する

安全確保や使い勝手について
2020.10.17 Sat.～11.8 Sun.  テガヌマウィークエンドvol.3

2020.12.23  東大手賀沼プロジェクト
PAGE  6/7

ヌマギワの環境更新についてヌマギワの環境更新についてフィッシングセンターと橋詰との間の交通問題についてフィッシングセンターと橋詰との間の交通問題について

ヌマギワの近辺に求める機能について

（参加者アンケート・クラブメンバーアンケート

より集計）

①横断場所前後の道路環境の危険性について

 ・横断場所がカーブの直後になり、また雑草が伸びておりカー

　ブミラーを確認できないため、車の運転手・歩行者の双方か

　らお互いの存在が確認しにくい。

 ・11/7（土）は、横断場所に黄色ガムテープで歩行者の停止線

　を貼ることで、子どもが立ち止まり、左右の安全確認を行う

　よう徹底できた。

 ・11/8（日）は、カーブのガードレールに黄色の交通安全旗を

　立てることで、車も注意してゆっくり走ってくれた。

②橋詰の駐車されている空間について

 ・駐車スペースであることが曖昧で、歩行者や子供がウロウロ

　していて危なかった。

③堤防上での動線の交錯について

 ・ヌマギワから上がった階段上の堤防に人が滞留してしまい、

　自転車やランニングしている通行人との交錯が見られた。

 ・橋詰でも自動車や自転車、人の交錯が発生していた。

11/8（日）の交通整理の取り組み

手洗い場
トイレ

日陰

着替え
スペース

シャワー

休憩
スペース

ウッドデッキ

道具の保管
スペース

古い船の
撤去

桟橋の
更新

○安全チェックリストを作って徹底

○危ないポイントをクラブメンバーに案内し、参加者へのアナウンスを呼びかける

○暫定的に、桟橋の滑りやすい箇所（桟橋の傾斜部分）にマット敷く

○階段の位置を小屋側に持っていきたい

　小屋のフェンスを外し、滞留空間を確保するところから始められないか

○今回のように、カーブに「歩行者あり」「横断歩道あり」など注意喚起できるような 

　ものがあると良いのではないか

○今後も FC側から道路への飛び出し防止のための停止線は必要

○カーブミラー前の雑草の管理が必要（国交省に問い合わせ）

○横断歩道を設置してほしい

人・自転車・生きもの優先のみちづくりへstep3

・橋詰のあいまいな道路余地を、安全に日常使いできる広場に再整備
・田んぼと手賀沼を貫く車両動線の整備
・より安全性を高める舗装デザインやサインデザインの工夫
・フィッシングセンターとヌマギワの一体感を高める舗装のデザイン

干 拓田

観 察 池

手 賀 曙 橋

第 二
駐 車 場

第 一
駐 車 場

駐車
スペース

野 球 場

貫通道路

貫通道路？

駐 車 場

手 賀 沼

手 賀 川

桟 橋

手 賀 沼フィッシングセンター

車動線をフィッシングセンターの裏側（田んぼ側）に回す案

他に考えたい取組み、
考えられる可能性

手賀川浄化施設敷地に貫通道路を

橋詰の駐車スペースは対岸の駐車
場＋トイレと同じ位置付け・整備に

曙橋（車道）はもっと下流に

土目地・草目地の生きものが棲みやすい舗装

死角をつくっているフィッシン
グセンター入口前の設備小屋
の改良
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水をたどる小さな冒険をつなげていこう
ひとつながりのヌマベを目指して

•  場所と場所をつなぐ、茂みをかき分けるような「トレイル」（小径）
を自分たちで整備

•  子どもたちと奥へ奥へ探検する小さな冒険を演出
•  あまりうまく使えていない場所を、探検の道に

ヌマベのトレイルづくりstep1  水の流れの見える化・さわれる化step2  

•  子どもと一緒にフィッシングセンターの水のルート探索＆浄化実験
•  漁協エリアを「さわれる水路」を増やしながら順次改修
•  水の流れに沿って小さな冒険を促す活動＆看板づくり

「さわれる水路」を中心とした釣り堀エリアのエントランスイメージ

トレイルの例

https://www.walkerplus.com/trend/matome/article/155597/ http://blog.livedoor.jp/landscapedesign/archives/2011-08.html?p=2
参考事例：島原武家屋敷街の水路ヌマハマリでつくったトレイル キャンプサイトのトレイル状の入口 参考事例：水前寺江津湖公園の水路

大きな「めぐり」をつくっていく

漁業と市民のコラボレーションへstep3

•  「シードバンク」「希少種の生育」「アクアポニックス」などを通じて、
漁協と市民が活動を共有する生簀活用を考えてみる

•  漁業者のなりわいに近づける空間づくり
•  社会科見学など、地元の学校と漁業者の接点づくり

•  遊休生け簀を少しずつひらいて、ぐるっと一周できる手
賀沼フィッシングセンターに

•  国交省敷地や道路脇の草むらを、許可を得てトレイル
整備

•  イベントなどでうまく使えるトレイルは、防草舗装など
を施す

•  フィッシングセンター周りを広く探検できる回遊性高い
フィールドに

他に考えたい取組み、
考えられる可能性

https://inhabitat.com/abandoned-factory-in-china-becomes-a-giant-floating-field-of-fish-and-algae/
参考事例：Aquaponic Ecosystem
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連続したウェットランドを回復しよう
ひとつながりのヌマベを目指して

わんど

散策路
大観察池 干拓田

観察池

自然護岸

天然芝野球場

•  手賀川浄化施設の取水口／排水口である曙樋管
／若鮎樋管（＝稼働停止中）の改修

•  入江の形状を生かしてエコトーンや人工魚礁な
どの実験、再生の場に

•  年間通して浅瀬＝水がある湿地的環境として逆
開発する。

•  手賀沼～自然護岸～観察池～大観察池～田ん
ぼのつながりを創出

•  もともとの浄化施設の形や給排水設備を活かす
•  冬水田んぼでの水鳥観察を

•  土のグランドの天然芝生化
•  グランドまわりの余地を野花の咲く「原っぱ」に

曙樋管、若鮎樋管の
入り江の「わんど化」

手賀川浄化施設を
「大観察池」として逆開発

事例：都立水元公園

我孫子市野球場の
「天然芝生化」

https://www.facebook.com/abiko.jr.baseball/

山本紀久『造園植栽術』より引用

本物の自然に包まれる

他に考えたい取組み、
考えられる可能性
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ひとつながりの
     ヌマベの風景
みなさんの思う未来のすがたを
　　　　　　　　  描き込んでみませんか？



マ ス タ ー コ ン セ プ ト ブ ッ ク に 寄 せ て

テガヌマウィークエンド（社会実験）で聞かれた声

ヌマベクラブメンバーからの声

作成に携わった学生たちの声
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　千葉県立手賀沼自然ふれあい緑道の指定管理者の（株）新松戸

造園です。「地域に密着し、人と自然が調和した持続可能なまち

づくりに貢献したい」を理念に掲げ、造園建設業を営んでいます。

　私たちは、都市公園であるこの緑道を居心地よい空間として維

持管理すると共に、 「緑」をフィールドにコミュニティ形成、環

境を活かした体験プログラムの実施、 クリーンアップ活動等、地

域の活性化に取り組んでいきたいと思います。

　地域の課題やニーズが多様化していく中、連携・協働して問題

に取り組むことで、更なる魅力発信、手賀沼の輪が広がっていけ

ば良いなと思います。 今後ともよろしくお願いいたします。

VIVITA は、自分たちの好奇心やもやもやを出発点にし、暮らし

に必要なものを、遊びや共創活動を通してかたちにしていくコ

ミュニティです。

我々が手賀沼で活動するようになったのは、東大の永野先生が、

柏の葉の調整池での我々の取組みに興味を持ってくださったこと

がきっかけでした。手賀沼で一緒に活動できないかとお誘い頂

き、2年前より屋外でのものづくり企画を実施させて頂くように

なり、今に至ります。ヌマベで活動をしているうちに、何やら面

白い活動が展開されるヌマ環境や主体的にヌマに関わる人の魅力

に見事にはまりました。

色々な想いを乗せた活動が多数展開される一方で、共通するのは

「この場をより良くしたい」という想いなのではないかと思いま

す。手賀沼を中心に繋がる皆さんと一緒に、「自分たちの場をよ

り良くしていく」答えのない問いに向かって、イベントでは終わ

らない活動ができたらいいなと考えております。

　手賀沼の魅力ってな～に？

　水辺に身を寄せてみようよ。色々な人が集っていてたくさんの

生き物もいる。整備された公園やふれあい緑道・朝陽や夕陽だっ

てとても綺麗。パドルクラブキッズ達はヌマダイブが大好き。良

いところがいっぱいです。身を寄せれば興味が湧いてきますよね。

　てがぬまパドルクラブは、大人も子供もワクワクする企画で、

手賀沼の魅力を「SUP」を通して伝えていけたら幸いです。

　現在、新松戸造園様の「クリーンアップ大作戦」をコラボさせ

て頂いております。ヌマ掃除のワクワクから～沼底の泥を使って

…～ごみでアート～と、どんどんヌマベクラブの輪が広がってい

ます。

みんなで楽しむヌマベ。夢はヌマで運動会！来年はどんなワクワ

クが広がっているかとても楽しみです。

　澄んだ水の中に様々な生き物が暮らし、子ども達が泳ぐ・・・

そんな手賀沼にするために今、できることってなんだろう？答え

は大人にだってわからない。だったら、未来を生きる主役の子ど

もたちと一緒に遊びながら見つけていこうよ！（2020 年 11 月 7, 

8 日開催「てがぬまこどもマルシェ」より）

　私たちは手賀沼流域をフィールドに外遊びでつながるコミュニ

ティです。手賀沼の豊かな自然に魅せられて、この自然を遊び倒

す先にある未来を子ども達と仲間と一緒に見つめています。

　　「奥手賀・水辺の拠点マスターコンセプトブック 2020」の「ひ

とつながりの沼の風景」の絵を見た時、ワクワクが溢れました！

冒険が始まる！

　私は、場面に応じた遊び方・楽しみ方があり、冒険心を掻き立

て癒しを与えてくれる SUPが大好きです！その SUPが、身近な

手賀沼の「こころを耕す場」「ひとつながりのヌマベの風景」の

１つになる。こんな魅力的なことはありません！

　てがぬまパドルクラブでは、アイデアしだいで可能性無限大の

SUP を活用した、子供から大人まで楽しめる企画を発信してい

きます。また、新松戸造園さんとの「クリーンアップ大作戦」の

ように、コラボすることでより拡がりある企画が生み出せたらと

も思っています。

　そして今後、少しずつ自然護岸が実現し境界のないフィールド

が拡がり、皆さんと一緒に、今でも魅力的な手賀沼の風景を、さ

らにどんな素敵な風景にしていくことができるのか、想像するだ

けでこころが踊ります。

水辺アクティビティをする際に注意したいことは、そこがすべて

の人たちに解放された共有空間であるという認識を常に持ちなが

ら活動することである。静かに釣りを楽しみたい人もいれば、に

ぎやかに楽しみたい人もいる。

それは相反するものであり、時に衝突を生みやすい。そのような

衝突は双方にとってマイナスなだけではなく、自然の中での人間

同士のトラブルという醜態をさらすこととなる。そのようなこと

にならないよう最低限の環境整備やルール作りが求められる。ま

た基本的なマナーとして、現地でのコミュニケーションを心がけ、

お互いを尊重する態度を忘れないことが肝要であろう。

代表取締役　松戸克浩 

マネージャー　廣川真知子

VIVITA

クルー　小村陽子

てがぬまパドルクラブ

立石正美

手賀沼まんだら

代表　澤田直子

てがぬまパドルクラブ

澤田佳弘

GP-Canoe Tourism 

代表　田崎悟

「緑道」でつながる
地域の輪づくりを

ヌマの可能性は
広く、 深い

みんなで楽しむヌマベ・
いつでも心にワクワクを！

手賀沼が
ある暮らし

こころ動く
ヌマベの風景

水辺アクティビティと
マナー
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　手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議会は、地域の農業振興、そして地域全体の活性化を目標

に活動してきました。その中で気付かされたのは、手賀沼をフィールドに多様な活動や取り組みが展

開されているということです。農業や漁業だけでなく、生き物、子育て、福祉と、実に様々な視点やテー

マから魅力的なアクションが生み出されています。担い手も多様で、地域の農家、事業者、市民団体等、

様々な組織や団体が活動されています。そして、どの活動にも共通するのが、手賀沼という魅力的な

場所を守っていきたい、豊かな暮らしの場として築いていきたい、ということです。手賀沼の自然環境、

地域の歴史・文化はもちろん大きな財産ですが、手賀沼を舞台に展開されているこうした活動一つ一

つも、手賀沼を豊かにしていく財産だと感じています。

　「水辺の拠点」では、担い手同士が手を取り合って、互いに学び合って、より魅力的な活動へと歩み

を始めています。マスターコンセプトが、そうした動きの指針となり、後押しするきっかけとなり、

さらに魅力的な手賀沼を育んでいくことを願っています。そして、マスターコンセプトの下、さらに

多くの方が手賀沼の魅力に気付き、そこで過ごす豊かな時間を大切にし、一緒に手賀沼という場所を

守っていくことができれば、とも考えています。マスターコンセプトは、手賀沼を愛するみなさんと

共に進め、一緒に動かしていくものです。ぜひお力を貸して頂ければと思います。

手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議会

事務局　鈴木亮平

手賀沼と
ともに歩む

　初めて環境観察池を見た時、手賀沼みたいだと思いました。浅くて広くて栄養のある水が入ってくる。

時間を早送りして脳裏に浮かんだのは、エコトーンが再生され、水中にも水上にも多様な生物がいる

水辺でした。子どもたちが立てた水音や歓声で、生きものたちがざわざわっと逃げていく、そんな水

辺です。

　「汚い」「危ない」と言われ、子どもたちにとって近づくのが難しい水辺。でもここだったら？感性

が豊かな未就学児でも自由に遊べるのでは？ここでの体験を礎に、好奇心を手賀沼へ広げていけるの

では？そんな問いが立て続けに浮かんだことを覚えています。

　現在、月に１回催している観察会では、その光景が現実のものとなりつつあります。ヒメガマの葉が

風に揺れて擦れ合う音を聞きながら、息を潜めて水底に目をやれば、安心して集う仔魚や呑気に泳ぐ

水生昆虫が。バチバチっという音で顔を上げれば、トンボ同士が縄張り争い。もちろん課題もたくさん。

ワークショップでは、課題をそのまま教材にして、皆で考え、実験してきました。いま見えている風景は、

課題に向き合ってきた成果なのです。そんな心持ちでいると、マスターコンセプトに描かれる未来も、

あながち叶わないものではないと思えてくるのです。

手賀沼まんだら

渡辺玲衣

　水辺を探検するOSSANパドラーです。普段は手賀沼と横浜な

どで SUPを漕ぎ、水辺から街の賑わい創出をテーマに活動して

います。

　2019 年「ヌマベビラキ」で手賀沼とヌマベクラブの皆さんに

出会い、2020 年「ヌマベクラブ」に参加して、ずぶずぶとヌ

マにハマり込みました。ヌマベ探検の面白さと奥深さを、ヌマ

SUPツアーや SNS を通じてたくさんの人たちと共有したいと思

います。拡張される道の駅しょうなんに訪れる人たちを、ヌマギ

ワとヌマ水面へ連れ出せたらいいな！と妄想しています。

手賀沼水生生物研究会は 2007 年、手賀沼におけるオオクチバス

駆除をきっかけに誕生しました。手賀沼や利根川流域で生きもの

調査をしたり、観察会をしたり、我孫子市内の池で希少種オオモ

ノサシトンボを保全するなどの活動を行っています。また最近は、

手賀沼の環境保全に取り組む「美しい手賀沼を愛する市民の連合

会」の一員として、外来水生植物対策にも関わっています。

水辺の生きもの保全活動に取り組んでいると、毎年水環境が悪化

し、生きものが衰退していることを強く感じます。せっかく手賀

沼を楽しむなら、生きものの気配が濃く、豊かな手賀沼を楽しみ

たい、楽しんでほしい。手賀沼に遊びつつ、手賀沼の保全を一緒

に考えていただければ嬉しいです。

グラフィックデザイナーという職業を活かし、手賀沼まんだらが

ヌマベで行うイベントの告知ポスター、WEBサイト、Tシャツ

などのデザインをおこなってきました。

今はデザインだけでなく、ヌマベクラブの他団体のみなさんとの

コラボ企画などに関わっています。

自身の職業スキルや得意なことを活かし、地域に貢献しよろこん

でもらえることは素直にうれしいですし、これまでの生活では出

会えなかったステキな方たちとの出会いは、私にとって最高の財

産となっています。

こどももおとなも好奇心全開でほんとに毎日ワクワクしていま

す。これからもこの輪をたくさんの方につなげていきたいです！

一般社団法人水辺荘 メンバー　

川井透匡

手賀沼水生生物研究会

事務局　半沢裕子

手賀沼まんだら

ものづくりプランナー／グラフィックデザイナー

藤倉たまき

ヌマベ探検 見たい ! 知りたい ! 守りたい !
水 辺の生きものたち

ヌマベに近づく、 関わる
～多様な生きもののうちの 一種として～

ヌマベはワクワクを
くれる場所
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　「マスタープラン」ではなく、「マスターコンセプト」という点がミソだと思います。誰かが上から

決めつけたものではなく、空間に集まる地域の人々の活動や意見が集まって出来上がったと言えるの

ではないでしょうか。

　そして、これからもヌマベを楽しむみんなで相談してつくり替えながら、ヌマベが目指す方向を決

めていく「ヌマベの羅針盤」として共有していければいいなと思います。

　2019 年、はじめて訪れた「水辺の拠点」にはがらんとした「空間」だけが存在していました。しかし、

瞬く間にその空っぽだった器に地域の方々の活動が集まり、活気あふれる「場」へと昇華しました。

　その過程で見たのは多様な人々によるコラボレーション、協働の持つ力です。これからも手賀沼を

愛する皆様によるボトムアップの市民参加で「水辺の拠点」、「マスターコンセプト」を育んでいただ

ければと思います。

東京大学都市デザイン研究室

M2　松本大知

東京大学都市デザイン研究室

M2　佐鳥蒼太朗

ヌマベの目指す方向

地 域のコラボでヌマベを育む

　ヌマべクラブの章を主に担当し、実際にその立ち上げにも関わらせていただくという経験はとても

刺激的でした。ヌマべクラブの将来を描く時には、クラブメンバーである公民学漁の皆さまが頭に浮

かび、夢が膨らみました。互いに手を取り合って、みんなで楽しむヌマべをつくっていくという唯一

無二の組織であると思います。今後も更新されるマスターコンセプトを道標にした、水辺の拠点とヌ

マべクラブのさらなる展開が楽しみです。

　「マスターコンセプト」という言葉は多くの方にとって、耳馴染みない言葉かもしれません。私たち

にとっても新しい言葉でした。そこには「地域の方々と一緒につくっていきたい」という気持ちが込

められています。

　一つの「正解」を求めるのではなく、ちがう魅力をもった空間、異なる価値観をもった人や団体が

手を取り合った、「ひとつながりのヌマベ」が実現することを願います。

　未来のヌマベの風景を想い描き、絵にする作業はとても心が躍りました。一年間、ヌマベで様々な

活動が芽生え、観察池の生きものは多様になり水鳥も訪れる、そんな様子を目にして水辺の拠点がさ

らに魅力的で素敵な空間となってゆく想像が膨らみました。関わっていただいた皆様、読んでくださっ

た皆様に感謝申し上げます。このブックを土台にヌマベの将来を想像し語り合い、思い思いのヌマベ

を描き加えていただけたら嬉しく思います。

　活動の中で最も印象的だったのは、ヌマベを使いこなす子どもたちの姿でした。彼らは本能のままに

遊び、学び、そして関わりのなかった家族同士を繋ぎ合わせている光景を目の当たりにしました。こ

の「マスターコンセプト」は随時改訂していくことが想定されています。

　子どもたちの視点で洗練し、そして彼らが成長した際には次の 30年を描く新たな「マスターコンセ

プト」を創造してもらいたいです。

　学外からの参加という少しイレギュラーな形ながら、マスターコンセプトブックの作成に微力なが

ら携わらせていただき、非常に貴重な経験が出来ました。この本が、みなさんの「こうなったらいい

なというひとつながりのヌマベ」を思い描いてみるきっかけになると嬉しいです。

　これからも水辺の拠点を中心に魅力あふれる豊かな空間が広がり続け、より一層奥手賀のヌマベが

みなさんの心の拠り所になるといいなと思っております。
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ヌマべクラブのこれからに期待して「ひとつながりのヌマベ」を願って

ヌマベの未 来を想う子どもたちが創るヌマベ 一 緒に思い描きましょう
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